
    
      
        
      
    

  
        
            
                

                
家であの子が待っているので今日は直帰します。
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        登場人物紹介


★高崎たかさき 澪みお　文具メーカーに勤務。営業職。


★長谷川はせがわ 愛那あいな　澪の姪。学生。


★藤本ふじもと 幸恵ゆきえ　澪と同じ文具メーカーに勤務。澪の元カノ。


    
        序　章　架空の絶頂　


（このキャラ……なんだか、愛那あいなちゃんに似てる）

　きっかけはそれだった。

　そうでなければ、Ｒ指定のゲームをしようなんて思わなかっただろう。18禁というだけで気が引けるからだ。

　彼女は現実には手に入らない。それを、二次元でなら自分のいいようにすることができる。なんて素晴らしいのだろう。

『あ、ぁんっ……そんなにこすっちゃ、だめぇ』

　イヤホンを通して、姪によく似た容姿のかわいらしい女の子の甲高い声がダイレクトに響く。

（なにこれ、けっこう楽しい）

　高崎たかさき 澪みおは寝室のベッドに寝転がり、夢中でスマートフォンの画面をこすっていた。

　だめ、と言われればますますそうしたくなるというものだ。

　画面の向こうにいる女の子の乳房ちぶさに人差し指をあてがって、タップしたりこすったりと忙せわしなく指先を動かす。すると、二次元ながらも柔やわらかそうな乳房がふるふると揺れるので、なかなか面白い。

『あぁぁあんっ！　やだぁ、イッちゃうぅぅう！』

　なにやら大げさな喘あえぎ声だが、ゲームなのでそういうものだろう。

（ふつう、乳首ちくびだけじゃイかないでしょ）

　心のなかでそんなツッコミを入れながらも、指は休めることなく動かし続ける。

『あぁあ、たまんない……！　コッチも、さわってぇっ』

　画面の向こうで女の子が大きく脚を広げた。

（ああ、やっぱりそうなるのね）

　澪はゴロンと寝返りを打ってうつ伏せになり、両手の指を使って画面の向こうにいる彼女を愛めでた。

　左手の指先で乳頭にゅうとうをいじり、右手の人差し指で秘めやかな箇所をこする。すると、蜜口みつくちから愛液があふれてきた。モザイクがかかっているのでぼんやりとしかわからないが、それでもそんな状態の彼女を見れば興奮を覚える。

　澪は自分の下半身も潤うるみをたたえるのを感じながら、ひたすらスマートフォンの画面をこすって彼女を喘がせた。

『ああ、だめぇっ……イクッ、イク、イクゥゥ――……ッ!!』

　絶叫して、女の子はグタリと肢体したいを投げ出した。淡くほほえみ、『気持ちよかったぁ』と感想を述べてくれる。

「それはよかった」

　画面に向かって言葉を返すと、とたんにむなしくなった。しょせん、独り言だ。

（はー……。せっかくの休日に、なにやってんだろ、私……）

　画面が真っ暗になったスマートフォンを枕もとに置き、澪は額に手を当ててぼんやりと天井を見つめる。

（次に会えるのは……お盆休み、かな）

　姪には盆正月くらいしか会えない。住んでいる場所はそう離れていないが、姉は家庭があるし姪も学校がある。

（休日に押しかけても迷惑になるだけだろうし、それに――）

　独り身の自分は姉夫婦に気を遣われてしまうのだ。姉には、顔を合わせるたび「いい人を紹介しようか」と結婚を勧められるものの、「仕事をしているほうが楽しい」と言って断り続けている。

　仕事が楽しいのは事実だ。しかし、結婚したくないのには理由がある。

　自分が『女性しか好きにならない』と自覚したのは大学生になってからだった。男性と付き合ったこともあるのだが、いつも女友達を優先してしまい長続きしなかった。

　そして、血のつながった姪に想いを寄せるようになったのは、就職して三年が経ったころ。

　仕事がうまくいかず気落ちしていた自分に、姪は屈託くったくのない笑顔で優しい言葉をかけてくれた。姪は――愛那は、姉やその夫のように「仕事がうまくいかなければ結婚しちゃえば」などとは言わなかった。

『みーちゃんがお仕事を頑張ってるの、私はよく知ってるよ。ちょっと、頑張りすぎちゃったのかな』

　彼女の言葉を思い出すと、いまでも胸の奥がキュッと疼く。

　澪は目を閉じた。そうすれば、頭のなかに浮かんでしまった愛那の顔を消せると思ったのだが――それどころか、彼女の笑顔が頭にこびりついて離れなくなってしまった。

　澪はうっすらと目を開けて、部屋のカーテンがしっかり閉まっているのを確認する。それから、自身のカットソーの裾から左手をなかへと滑り込ませた。

　ブラジャーの下端かたんをつまんで無理やり押し上げ、自身の乳頭を指でツンッと押し上げる。

「は、ぁ……」

　不埒ふらちな妄想もうそうをしながら、自分自身を慰める。乳頭はすぐに硬くしこった。人差し指で押したりつまんだりと激しくなぶりながら、右手をボトムスのなかに突っ込む。

　ショーツの端から指を入れる。秘所ひしょはすでに潤みをたたえていた。隘路あいろの入口からあふれた蜜を指ですくって、もっとも快楽を感じやすい豆粒へと塗り込める。

「ん、んん、あぁっ……！」

　卑猥ひわいなゲームをしたせいか、少しそこをこすっただけですぐに絶頂してしまった。

（……よけいに、むなしくなっちゃった……）

　澪は「はぁっ」と大きく息を吐いて、ふたたびゴロンと寝返りを打って枕に顔をうずめた。


    
        第一章　姪っ子の夏休み　


　朝はいつも決まった時間に目が覚める。学生のときからそうだ。でも一応、目覚ましのアラームはきちんとセットしている。起こしてくれる人はだれもいないからだ。

　澪はベッドからのそりと起き上がり、スマートフォンにセットしていたアラームを解除して寝室を出た。まずはトイレで用を足して、そのあとは洗面台で顔を洗って歯磨きをする。

　それから、簡単に朝食を作る。パンにバターを塗ってトーストしただけだったり、ごはんと味噌汁だったりと、メニューは日によって異なる。

　今日はサンドイッチだ。昨夜のあまりものをパンに挟んだあと、ドリップコーヒーを淹れる。それをダイニングテーブルへ運び、テレビでニュースを見ながら一人で黙々と食べ進める。

　これが日常だ。学生時代からずっと――もう八年ほど一人暮らしなので、こうして一人きりで食事をするのもすっかり慣れてしまって、いまさら寂しいとは思わない。

　朝食を済ませたあとはスーツに着替えて軽く化粧を施ほどこす。平々凡々へいへいぼんぼんな自分の顔はどれだけ化粧をしても代わり映えしないのだと、十八歳くらいのときに気がついて、それ以来化粧はいつもほどほどである。

　洗面台に造りつけられている鏡と、それから手鏡を使って黒いショートボブの全体を確認する。はねているところがないかの点検だ。硬く太い髪質のおかげか、寝ぐせはあまりつかない。

　玄関に置いているスタンドミラーで全身をチェックしたあと、家を出る。学生時代から住んでいる、二階建てのアパートだ。オートロックの類はない。会社まで徒歩数分ということもあって、就職してからも引っ越しはせず、アパートの一階に住み続けている。

　澪の職場は文具メーカーの営業部である。営業部のある三階フロアまでは階段を上る。このところお腹まわりが少し気になるので、エレベーターでなく階段を使うことにしている。

　部署のガラス扉の前で、首から下げていた社員証のバーコードを認証機に掲かかげてフロア内へと入る。

「おはようございます」

　四月に入ってきたばかりの新入社員や、中堅の社員はすでに出社していた。フレックスタイム制なので、出社時間にはばらつきがあるが、どの社員も九時までには出社している。九時から会議があることが多いので、自然とそうなる。

「高崎さん、おはよう。ちょっといいかしら」

　自分の席につくとすぐに声を掛けられた。一つ年上の先輩社員、藤本ふじもと 幸恵ゆきえだ。

「おはようございます。はい、なんでしょう？」

「経理部からちょっとクレームがついててね。これなんだけど――」

　幸恵は澪のとなりに腰を下ろして、手にしていた書類の束をめくった。

　彼女からはいつも甘いヴァニラの香りがする。彼女が使っているシャンプーがそういう香りなのだと知っているのは、幸恵の家に泊まったことがあるからだ。

（私がレズビアンだって、すぐにバレちゃったっけ……）

　幸恵はとても魅惑的な女性だった。澪が憧れるものをすべて持っていた。柔らかそうな艶つやのある茶色いロングヘアに、化粧映えのするくっきりとした目鼻立ちで、少しハスキーボイスなのもセクシーだ。

『ねぇ、私と付き合ってみない？』

　声を掛けてきたのは幸恵のほうだ。女性の身で女性が好きなのだとだれにも打ち明けていなかった澪にとって幸恵はさながら救いの女神だった。

　そして同時に、幸恵は澪にとってはじめての『女性』だった。

（幸恵さんとのエッチは、すごく新鮮で……気持ちよかった）

　女性同士でも相性というものがあるのなら、よいほうだったのではないかと思う。

　しかし、付き合いはじめて三ヶ月が経ったある日――澪は突然、幸恵にふられた。

　幸恵は好きな人ができたと言っていた。相手は男性だった。魅惑的な彼女だ。その男性とすぐに付き合いはじめた。

　幸恵に執着することなく即刻、あきらめがついたのは、もともと彼女のことを本気で好きではなかったからかもしれない。

（本気で好きじゃないのに、エッチはできるって――そんなの、おかしいよね）

　自己嫌悪に陥り、それ以来、本気で好きになった人としか体を重ねまいと自分自身に誓った。

「――そうね、そうしましょう。ありがとう、高崎さん」

「いえ。よろしくお願いします」

　話を終えた幸恵は颯爽と立ち上がり、自分のデスクへ戻っていった。

　彼女の右手の薬指にはピンクゴールドの指輪が輝いている。関連会社の御曹司と婚約したのだと、うわさで聞いた。

（寿退職――ってことになるのかな）

　こう言っては失礼だが、幸恵は仕事に対してそれほど執着心がなさそうだ。結婚したら、もしかしたら会社を辞めるつもりなのかもしれない。会社の制度として産休や育休はあるものの、利用している社員はほとんどいない。

　澪はふと、自分の将来について考えた。

（寿退職は……ないな、絶対）

　そうなれば、会社でひたすらキャリアを積むしかない。実際、そういう女性社員もいる。結婚はしているが子どもはおらず、バリバリ仕事をしているキャリアウーマンだ。

（子どもがほしいって、まったく思わないわけじゃないけど）

　好きになる人がたまたま女性なのだから、仕方がない。女性同士でも子どもができるようになればいいのに、などと不毛なことを考えはじめる。

（ううん……もし、どうにかして子どもができたとして……母親がふたり、だなんて）

　子どもにどう説明すればよいのだろう。自分自身がレズビアンであることすらまわりに打ち明けられないのだ。

（……空想くうそうしててもしょうがない。そもそも恋人すらいないんだから）

　澪は自身の頬をパンッと叩いて気を引き締めてから、仕事をはじめたのだった。







　定時に帰ることはほとんどない。いつも残業している。この日も、帰宅したのは夜の九時をまわったころだった。

　自宅アパートの玄関は往来からでもよく見える。フェンスや門扉もんぴなど遮るものはなにもなく、オープンだからだ。

（ん……？　家ウチの前に、だれかいる……？）

　玄関扉の前で、水色のなにか――いや、だれかがうずくまっている。

　澪はけげんな顔をして『だれか』に近づく。

　扉の前までくると、うずくまっていたその人が顔を上げた。クリアブルーの瞳と視線が絡む。

「みーちゃん……」

　澪は何度も瞬まばたきをした。

　――私のことを「みーちゃん」と呼ぶのはこの世で一人しかいない。

「愛那、ちゃん？」

　髪と目の色が水色になっていたので一瞬、わからなかったが、たしかにそうだ。

　鉄扉の前で膝を抱えているのは、姉の子どもである長谷川はせがわ 愛那あいな。大きな瞳を潤ませている。いまにも泣き出しそうだった。

「どっ、どうしたの!?」

　なぜこんな時間にこんなところにいるのか、なぜそんな髪と目の色になっているのかを一緒くたに尋ねる。

「夏休みのあいだだけ、こんなふうにしたいって言ったの。でも、ママたちはそろって『絶対にダメ』だって言うの……！　それでっ、私――」

　家出いえでしてきたというわけか。

「とりあえずなかに入って。若い女の子が、こんなところで一人でいたら危ないから」

「……みーちゃんだって若いじゃん」

「私はいいの。もう、いい大人だから」

　それでも愛那はまだ少し不満そうだったが、素直に家のなかへと入ってくれた。

　愛那をリビングのソファに座らせたあと、ケトルで湯を沸かしてココアを淹れる。

「いつからあそこでうずくまってたの？　寒くなかった？」

　ホットココアを手渡すと、愛那は小さな声で「ありがとう」と言って両手で受け取った。いつからいたのか、という質問には答えてくれない。

　愛那は無言でココアをすすった。澪は彼女のななめ向かいに座る。

　空になったカップを、愛那はローテーブルの上にそっと置いた。

「私だってね、ずっとこうしていたいわけじゃないんだよ。夏休みのあいだだけだよ。なのに、ママったら……頭ごなしにダメ、ダメって！」

「そっか……」

　姉は常識から外れたことを嫌う。そして、世間体せけんていをたいそう気にするタイプだ。

　愛那はファッション系の専門学校に行っているから、そこで刺激を受けて、髪や瞳の色を変えてみたくなったのだろう。

「でもとりあえず、愛那ちゃんはここにいるって姉さんに連絡するよ？　きっと心配して、捜しまわってる」

　ハンドバッグからスマートフォンを取り出すと、姉から複数件の着信があった。マナーモードにしていたので気がつかなかった。

「……私、帰りたくない。だって絶対、また怒られるもん」

　愛那は白いスカートをギュッと握り締めてうつむき、下唇を噛む。渚はどう声を掛ければよいのかわからず黙り込んだ。

　すると、愛那が顔を上げてこちらを見つめてきた。

「ねえ、みーちゃん。夏休みのあいだだけでいいから、ここに置いてくれない？」

　ドキッと胸が高鳴ってしまったのは、いったいどういう感情によるものだろう。自分でもわからない。

「わ、私は……いいけど。姉さんにも聞いてみないと。電話、するね」

　愛那が「うん」と返事をするのを待って、スマートフォンのロックを解除した。姉に電話を掛ける。

「――あ、もしもし。姉さん？　……うん、うん。そう、いま愛那ちゃんと一緒」

『やっぱり……。そうだと思った。すぐ迎えに行くから』

「あ、待って。愛那ちゃん、いまは家いえに帰りたくないって言ってて……だから、夏休みのあいだだけ、家ウチで預からせてもらえないかな？」

『えっ？』

　そんな提案をされるとは露つゆほども思っていなかったらしい姉が上うわずった声を出す。

『そんなわけにはいかないわよ。迷惑かけるでしょ』

「私は全然、迷惑じゃないよ。……って言っても、平日は会社に行ってるからあんまり家にはいないんだけど。でも、愛那ちゃんだってもう小さな子どもじゃないんだからさ。いつかは家を出ることになるんだし、一人暮らしの練習だと思って……どうかな」

　実の姉ながら歳が離れているので、こういうふうになにかを提案をするのは緊張する。

『……そうね。じゃあ、お願い。なにかあったらすぐに連絡してちょうだい』

「――！　ありがとう。……うん、わかった。それじゃあ、また」

　通話終了の赤いボタンを押して、愛那のほうを見る。親指を立ててグーサインをすれば、愛那はとたんに晴れやかな顔になって「やったぁ！」と言いながら両手を上げ、喜びをあらわにした。

（そうよ……私は日中、ほとんど会社に行ってるんだから……きっと、大丈夫）

　彼女に不埒な想いを抱いていることは、悟さとられないだろう。

（愛那ちゃんが、私の家に住む――）

　あらためてそう思うと、飛び上がって家じゅうを駆けまわりたいくらいだった。身も心も歓喜している。

「みーちゃん、ありがとう。よろしくお願いします」

　透き通るような水色の長い髪の毛を揺らして愛那が頭を下げる。澪はあわてて姿勢を正し、内心どぎまぎしながら「こちらこそよろしく」と返した。

「ええと……愛那ちゃんの寝る部屋は、どうしようか」

　手狭てぜまな１ＬＤＫのアパートだ。寝室は一つしかない。

「みーちゃんと同じ部屋じゃ、だめ？」

　愛那が小首を傾げる。かわいらしい。

「あー……えっと……」

　同じ部屋で眠るのはまずいような気がする。

（だって……万が一、私が寝ぼけて愛那ちゃんを襲ったりしたら……！）

　そんなことが起きないよう、じゅうぶん気をつけるつもりだが、100パーセントないとは言い切れない。

「私、いびきかいちゃうかもしれないから……寝室は別のほうがいいんじゃないかなぁ……？」

　澪が引きつった笑みを浮かべると、

「でも私、一度寝たら全然起きないから平気だと思うけど」

　愛那はなかなか折れてくれない。

（ほかになにか言いわけは……）

　考えても考えても、ほかにはなにも思いつかなかった。

「みーちゃん？」

　あまり長い時間、黙り込んでいては変に思われる。

「そっ、そうだね、じゃあ……同じ部屋で、寝よっか」

「うんっ！」

「愛那ちゃん、夜ごはんは食べた？」

「食べたよ」

「そっか。じゃあ、お風呂の準備をしてくるから、ちょっと待っててね」

「はーい」

　澪はいそいそとリビングをあとにした。浴室を掃除して、バスタブに湯を張る。

　ふだんは一人なので、バスタブにお湯は溜めずシャワーだけで済ませてしまうが、今日は――今日からは、そういうわけにはいかない。だからといって、バスタブの掃除をするのが手間だとは少しも思わなかった。

　むしろ、浮かれている。夢見心地だ。

　これはきっと、ひと夏の夢。

　こんなことはそうそうないだろうから、愛那に迷惑をかけないていどに思いきり楽しみたい。

　風呂の準備を終えた澪は愛那を呼びにリビングへ戻る。

「お風呂、準備できたよ。入っておいで」

「えっ？　いいよ、私はあとからで」

「いいから、いいから。どうぞ」

「そう……？」

　愛那は申し訳なさそうに「それじゃあお先に」と言って浴室へ向かった。

（前は、なにをするにも遠慮なんてしてなかったのにな）

　それだけ彼女が大人になったということだ。喜ばしいことだが、少し寂しいような気もした。

　愛那が入浴しているあいだ、澪は寝室を片付けていた。見られてまずいものはなかったと思うが、あらためて、そういうものがないかどうか確認しながら部屋のなかを掃除する。

　カーペットの上に客用の布団を敷き終えたときだった。

「みーちゃん」

　寝室の扉が開く音がして、愛那の声が聞こえた。

「うん？　どうし――」

　振り返るなり、澪はあらゆる動きを止めて固まった。

　クリアブルーの髪先からぽたりと雫しずくが落ちて、真っ白な二の腕へ伝い落ちる。雫が伝い落ちるさまが、どうしてかスローモーションに見えた。それだけ、このときの自分が目を凝らしていたということだ。

　薄暗い廊下にたたずんでいたのは、バスタオル一枚で前を隠しただけの愛那だった。

「みーちゃん、着るもの貸してもらえない？　私、なんにも持ってきてなかった」

「あ、あっー……」

　澪はガシガシと頭をかきながらうろたえる。

　湿ったバスタオルが彼女の双乳そうにゅうの形を浮き立たせていた。そこを凝視してはいけないとわかっていながら、目が離せなくなってしまう自分は本当にいやらしい。

「そっ、そうだよね、ごめんっ」

　そうしてうつむいた拍子ひょうしに、彼女の下半身に釘付けになる。

　バスタオルはそう大きくない。愛那の脚の付け根をやっと隠すていどのものだ。

　彼女が歩けばきっと、バスタオルの裾すそがめくれて秘めやかな箇所が見えてしまうだろう。

（だめだめっ……こんなこと考えてちゃ！）

　澪はぐるんとまわれ右をして、寝室のクローゼットを開ける。

「ごめんねっ、うっかりしてて！　ええと、私の服でどれか着られそうなもの――」

　洋ダンスのなかを漁って、愛那の体に合いそうなものをいくつか選ぶ。

　彼女は華奢きゃしゃで、自分よりも背が低いのでピッタリのものはないのだが、なにも着ずに過ごすよりはいい。

（裸で過ごされたら、こっちが困る……！）

　愛那と、期間限定だが一つ屋根の下に住むというだけで、少なからずよからぬ――ふしだらな――ことを考えてしまうのだ。彼女にはできるだけ肌の露出を抑え、そして堅牢けんろうにその身を守ってもらわねばならない。

「はいっ、とりあえずコレでどうかな？」

　澪が着替えを手渡すと、愛那は「ありがとう」と言って浴室へ戻った。彼女の無防備なうしろ姿は見ないようにする。さながら耐久力テストだ。自制心が試されている。

（とにかく、間違いだけは起こさないようにしなくちゃ）

　澪は一人で「うん、うん」と大きくうなずき、リビングへ向かう。

「あ、みーちゃん。お風呂、お先しました」

「……っ！」

　愛那の姿を見るなり澪は絶句した。

　いましがた自分で選んで渡した自分の服なわけだが、小柄な愛那が着るとまったくの別物に見えた。

　白いＴシャツは首まわりが大きく開いていて、まだ肌が湿っているせいかうっすらと乳頭が透けている。くわえて、渡したはずのボトムスを彼女は身につけていない。Ｔシャツは大きいので、脚の付け根は隠れているが、先ほどと同じく生脚がのぞいている。

「ブラジャー……っ、つけてないの？　それに、ズボンも……渡したよね？」

　澪は部屋の隅に視線を投げてから尋ねた。

「うん？　私、寝るときはノーブラだよ。それに、みーちゃんみたいにおっぱい大きくないから、ブラはサイズが合わないよ。ズボンは、まだ暑いから履きたくない」

「そ、そう……。あっ、じゃあエアコンの温度、ちょっと下げよっか」

　だから早くズボンを履いて！　と願いを込めて澪はエアコンのリモコンをピッ、ピッといじる。

「ありがと、みーちゃん。でもあんまり私に気を遣わないでね？」

　愛那が小首を傾げる。大きな瞳で見つめられる。

　くらりと一瞬だけめまいがしたのは、なにが原因だろう。

（じっ、自制心――！　負けるな、私！）

　これはほかでもない、自分との戦いだ。

　澪はエアコンのリモコンを棚の上へそっと戻す。

「冷蔵庫のものとか、テキトーになんでも飲んでいいからね。じゃ、私もお風呂に入ってくるね！」

　笑顔で告げて、その場をあとにした。

　脱衣所で、「はぁぁ」と大きなため息をつきながら白いワイシャツを脱ぐ。

　ふと目に留まったのは、脱衣カゴに入っている見慣れないブラジャーとショーツ。その赤い下着はだれのものかと考えれば、答えはすぐに出る。

（いやいや……これに手を出したら本当に変態だからっ、私！）

　澪はあわてて脱衣カゴに自分の服を重ねて、愛那の下着が見えないようにした。

　入浴を終えてリビングへ戻ると、愛那はきちんとズボンを履いていた。ちょっと残念な気持ちになったのには気づかないふりをする。

　しばらく二人でテレビを見ていたが、愛那が大きなあくびをしたので、澪は「そろそろ寝よっか」と提案し、寝室へ向かった。

「愛那ちゃん、ベッドで寝ていいよ。疲れてるでしょ？」

「ううん、平気」

　愛那はカーペットの上に敷いた布団に潜もぐり込む。

「居候いそうろうなんだもん、床ゆかで寝る。お布団ふかふかだから、大丈夫。おやすみ、みーちゃん」

「うん……おやすみ」

　澪は枕もとにあったリモコンで部屋の明かりを消す。

　ベッドに横になっても、なかなか寝つけなかった。彼女の、規則正しい息遣いが聞こえてくる。もう眠ってしまったようだ。

「んん……」

「――！」

　なんてかわいらしいうめき声だろう。あらぬ箇所がゾクッとうずく。

（ま、まずい……）

　いましがたうずいた箇所をいじりたくてたまらなくなってしまった。

　しかし、愛那がとなりで寝ているのだ。布団のなかとはいえ、万が一、勘づかれてしまったら――。

（だめだっ、ガマンしよう）

　なにかべつのことを考えようとするが、愛那が寝返りを打って布団がこすれる音や、彼女の吐息ばかりがやけによく聞こえてしまいまったく気が逸れない。

（リビングで寝ようかな……）

　だが、愛那にどう説明しよう。同じ部屋で寝たくないのだと思われるのは嫌だし、かといって「襲っちゃいそうだったから」という理由も、とてもではないが話せない。

　やはり、ここでひたすら耐えるしかないのだ。

　澪は固く目をつむり、両手で耳を塞いだ。こうすれば少しは、彼女を意識しないで済む。

　しかし、こんな状態では眠れない。

（あぁ、もう……！）

　愛那は少しも悪くない。自分が煩悩ぼんのうまみれなのがいけないのだ――。

　そうして結局、澪が寝ついたのは朝方だった。

「……――ちゃん。みーちゃん」

「ん、んん……？」

　目を開けられない。まだ眠い。

「み・い・ちゃ・んっ」

　耳のすぐそばで、吐息まじりに自分の名を呼ぶ声がした。

　澪の目がとたんに開く。

「そろそろ起きないと、会社に遅刻しちゃうんじゃない？」

　振り返れば唇がぶつかりそうな位置に愛那の顔があった。しかしうろたえるのは澪ばかりで、愛那は平然としている。

「あ、そっ……そう、だね。起きなくちゃ……。あ、アラームをセットするの忘れてた」

　澪は身を起こし、苦笑してガシガシと頭をかく。

　愛那はというと、澪が起きたことに満足したらしく満面の笑みで「朝ごはんできてるよ」と言って寝室を出て行った。

（……新婚さんみたい）

　澪は頬を赤くしたまま、しばし呆然としていた。

　身だしなみを整えてからダイニングへ向かうと、テーブルには朝食が並んでいた。

「わぁ、おいしそう」

　澪は口もとをほころばせて、ダイニングチェアに座る。

「お料理するの、あんまり得意じゃないんだけど……でも、お世話になるからなにかしたいなと思って、作ってみたの。台所、勝手に使ってごめんね」

「ううん、ありがとう。いただきまーす」

　まずはごはんを一口食べた。それから、味噌汁をすする。

「――ぶっ!!」

　味噌汁を噴き出しそうになった澪を見て、愛那は「大丈夫!?」と声をかける。

「だ、だいじょう、ぶ……コホンッ」

「お味噌汁の味、おかしかった？　何度も味見してたら、よくわかんなくなっちゃって」

「あ、あぁー……ちょっと、濃ゆいかな？　でも、大丈夫だよ。ありがとね、愛那ちゃん」

　本当はちょっとどころではなく塩辛いのだが、せっかく彼女が作ってくれたのだ。

　澪は何度も咳き込みながら、塩辛い味噌汁を根性で飲み干した。

　ミネラルウォーターを何杯も飲んだあと、澪は家を出る。

「それじゃ、行ってきます。あぁ、帰りに愛那ちゃんの服を買ってくるね」

「うん、ありがとう。ごめんね。行ってらっしゃい、みーちゃん」

　澪は再度「行ってきます」と言って愛那に手を振った。

（愛那ちゃんを一人、家に残して出てくるって――寂しいな。それに……落ち着かない）

　小さな子ではないのだから、一人でだって立派に留守番できると思うが、妙なセールスに引っかかったり、変な男に襲われたりしないか心配だ。

　澪は愛那と別れたばかりだというのに彼女に電話を掛けて、「インターホンが鳴っても出なくていい」と告げるのだった。







「――ねぇ、なにかいいことあった？」

　幸恵と一緒に外まわりをしているとき、道すがら彼女にそう尋ねられた。

　澪は「へっ!?」と上ずった声を出して幸恵のほうを見た。つい、足が止まる。

「なんだか今日はずっとウキウキしてるっていうか……ううん、ソワソワかな。とにかく、嬉しそうだから」

「あー……」

　想いを寄せている姪と同居することになったのだとは、幸恵には知られないほうがいいような気がする。

「いえっ？　なんでもないですよー……？」

　そう言ってほほえんでみせると、幸恵は「ふぅん」とつぶやいていぶかしげな顔をした。

　その日、澪は出先から直接、帰路に着いた。愛那の服を買って帰らねばならないから、いつもどおり会社で残業していたら店が閉まってしまう。

　愛那の服や下着を選ぶのには思いのほか時間がかかってしまった上に、少し買いすぎた。

（愛那ちゃんってなにを着ても似合いそうだから）

　こんな服を着てほしい。あぁ、あっちのも似合いそう――などと、おもに自分の欲望を満たすためにたんまり買い込んでしまった。

　両手にいくつも紙袋を下げて帰宅する。

「みーちゃん、おかえりなさい！」

「た、ただいま……」

　玄関を開けてすぐ愛那が迎えてくれたので、嬉しくなって挙動不審になる。

「わぁ、いっぱいお買い物してきたんだね。みーちゃんの服も買ったの？」

「ううん、ぜんぶ愛那ちゃんの」

「えっ!?」

　愛那は目を丸くして、あからさまにオロオロしはじめた。

「わ、私……その、アルバイトとかしてなくて、お小遣いしかなくて……」

「やだな、そんなの気にしなくていいよ。私が勝手に買ってきたんだし」

「でも、さすがに悪いよ……！　こんなにたくさんっ」

　澪はニッと笑って靴を脱ぎ、家のなかに入る。

「いいからいいから。あ、部屋の掃除してくれたんでしょ？」

　リビングが片付いてるしキッチンもすっきりしている。愛那が掃除してくれたのは一目瞭然いちもくりょうぜんだ。

「あ、うん……。ひまだったから」

「ありがとう。それだけでじゅうぶんだからっ、ね？」

「うぅ……うん。ありがとう、みーちゃん」

　それでもまだ愛那は申し訳なさそうにしていたので、澪はダイニングテーブルに目を向けて話題を変える。

「夜ごはん、作ってくれたんだ？　ありがとうっ。着替えてくるね」

　澪は寝室へ行き、手早く家着に着替える。

　ダイニングチェアに座って手を合わせ、さっそく食べはじめる。

「――ん、おいしい！」

「今度は、ちゃんと調味料を計って作ったんだぁ」

　嬉しそうに、そして少し誇らしげにふにゃりと笑う愛那に胸がキュッと締めつけられる。

（もうーっ、かわいいんだから！）

　澪もまた愛那と同じように破顔はがんして食べ進めていると、

「ねえ、みーちゃんはいま付き合ってる人いないの？」

　不意に尋ねられた。

「……いない、よ。……愛那ちゃんは？」

「いなーい」

　澪は「そっか」とつぶやいて、内心ホッとする。

（愛那ちゃんがいまフリーだからって、付き合えるわけじゃないんだから）

　高望たかのぞみしてはいけない。こうして向かい合って食事できるだけで幸せだ。

　この日も、愛那には先に風呂に入ってもらった。澪はリビングで、彼女が浴室から出てくるのを待っていた。

「お風呂、お先しましたー」

　その声で振り返る。澪はまたしても、驚きに目をむく。

　愛那は澪が買ってきた白いブラウスを着ていた。一応、服は着ているのだが、彼女が身につけているのはその一枚だけなのだ。

　胸もとからお腹にかけてのボタンは留められているが、ブラウスの裾はとても短く、彼女が歩けば秘所がチラリチラリと垣間見える。

　澪はグルンと顔をもとの位置に戻して愛那を視界から消したあとで、

「ぱっ――ぱんつを、履いて！」

　と、叫ぶように言った。

「えー……。だってまだ暑いんだもん」

　愛那は何食なにくわぬ顔でとなりに腰掛ける。澪はそれだけで口から心臓が飛び出る思いだった。

　もしかしたら昨日も、愛那はショーツを履いていなかったのかもしれない。

　澪は両手に握りこぶしを作ってすっくと立ち上がる。

「わ、私もお風呂に行ってくるっ……。ちゃんと服を着ておいてねっ！」

　愛那のほうは見ずに早足でリビングを出た。そうしなければ、理性が崩壊してしまいそうだった。

　脱衣所に着いた澪はポイッ、ポイッと服を脱ぎ捨てたあと、シャワーで軽く全身を流してから湯のなかに入った。

（このお湯に……愛那ちゃんも浸かってたんだよね）

　先ほどの彼女の姿がパッと鮮明に思い浮かぶ。

　白いブラウスにいやらしく浮かんだふたつの薄桃色と、裾からわずかに見えた浅い茂み。

　澪はたまらなくなって、自身の胸と脚の付け根に手を向かわれせた。

　湯のなかで、ひとりでに尖っていた乳頭をつまみ、もう片方の手指で淫みだらな核をつまみ上げる。

「ふっ……」

　つい漏れ出てしまった声が、浴室じゅうにこだまする。

　不謹慎だと思いながらも、澪は愛那が喘ぐ姿を妄想しながら自分自身の性感帯を指先でめちゃくちゃにいじりまわした。湯が撥はねてぴちゃ、ぴちゃっと水音が立つ。

　妄想のなかで聞いた愛那の喘ぎ声は、いつかした18禁ゲームのそれと同じく大げさなものだった。







　愛那が家にやってきてからというもの、澪は朝寝坊ばかりしていた。

「みぃちゃーん」

　自分の名を呼ぶ愛しい人の声が、夢で聞こえたのかあるいは現実のものだったのか、わからなくなる。

　ギシッとベッドがきしんで沈み込む、そんな感覚がした。

「みーいーちゃんっ」

　今度はハッキリと聞こえた。

　――夢なんかじゃ、ない。

　目を開けると、そこにふたつのふくらみがあった。白いシャツの内側にある双乳は、薄桃色の部分が見えそうで見えない。

　寝起きで頭がぼうっとしていたせいもあって、ついそこを凝視してしまった。

「今日はお仕事おやすみなのに、ごめんね？　かまってほしくて、起こしちゃった」

　その笑顔に、瞬時に魅入る。ドキュンッと、心臓をなにかで打ち抜かれたようだった。

「……みーちゃん？」

　澪がなにも答えないものだから、愛那は不安そうに首を傾げる。

「あ、あぁ、うんっ……起こしてくれて、大丈夫だったよ。今日はやすみだから、どこか出かけよう！」

　澪がガバッと身を起こすと、愛那は「やったぁー！」と言いながら両手を天井に向けて喜んだ。

「――愛那ちゃんは、どこに行きたい？」

　ふたりで食卓を囲み、外出先を相談する。

「どこでもいいよ」

「どこでも？　うーん……」

　澪は箸はしをやすませて、しばし考え込む。

「……映画とか、どう？」

「うん、行きたい！」

「よしっ、じゃあ映画を観にいこう！」

　愛那は「わぁい」と言って忙しなく箸を動かす。

（かわいいなぁ……）

　のんびりと口もとをゆるませていると、「みーちゃんも早く食べて！」と怒られる澪だった。







　映画館までは電車で移動した。休日の昼前ということもあって、車内はとても混んでいた。

　座席には、二人して横並びでなんとか座ることができたのだが――。

（む、胸、が……っ）

　右どなりに座る愛那の胸が、腕に当たっている。

　八人掛けの座席に、大人が九人もいるのだ。人数を数えたから、間違いない。愛那とは腕を組むようにして寄り添って座っていた。

　愛那の白いワンピースは胸もとにフリルレースがふんだんにほどこされてはいるがとても薄手だ。彼女の柔らかな乳房の感触が、二の腕を通してまざまざと伝わってくる。

（これは……とんでもない苦行くぎょうだよ！）

　電車内は目的地に着くまでずっと混んでいることだろう。そのあいだ、およそ二十分間、こうして密着して過ごさねばならないのだ。

「混んでるけど、座れてよかったね」

　愛那のささやき声が、やけに色っぽく感じた。

「そ、そうだね……」

　触れ合っている部分が熱を帯びてきたような気がする。

「映画、楽しみだなぁ」

「うっ、うん……楽しみ」

　そのあとも愛那となにごとか話をしたが、気もそぞろで、内容はほとんど覚えていない。

　ふくらみの誘惑と戦うこと二十分、どうにかこうにか戦いに勝利した澪はすっかり気が抜けてしまったせいか、映画館への道を間違えて、目的の映画の上映時間ぎりぎりになってしまった。

　公開がはじまったばかりの恋愛映画はとても人気があり、しかも上映時間が迫っていたため、横並びの座席はカップルシートしか残っていなかった。

　愛那が、「みーちゃんと一緒に映画が観られればなんでもいい」と言うので、澪は愛那とともにカップルシートに座った。

（女の子同士でカップルシートに座るなんて、まわりに変に思われないかな……？）

　そう思ってまわりを見やれば、ほかにも女性二人でカップルシートに座っている客を見つけた。

（そんなに珍しいことじゃないみたい）

　一安心ひとあんしんして、澪はシートの真ん中に置いたポップコーンを食べようと手を伸ばす。

「ぁっ」

　愛那もポップコーンを食べようとしていたらしく、手がぶつかってしまう。

「ごめん」

　小さな声で謝ると、

「ううん、私こそ。みーちゃん、先にどうぞ」

　そんなささやき声が返ってきた。

　澪は「ありがとう」と言って、ポップコーンを控えめにつまんだ。

　映画は、期待していたほど面白くはなかった。そもそも、女性が恋愛対象の自分にとって、こういった恋愛映画はあまり興味がないのだ。

　それでも、愛那はきっと楽しめるだろうと思った。しかし、どうやら愛那にとってもこの映画はいまいちだったようで、あくびをこらえたり目をこすったりしていた。

　エンドロールが流れはじめると、いよいよ眠さの限界だったのか、愛那はスヤスヤと寝息を立てはじめた。

　――私の肩にもたれかかって、眠っている。

（あぁ、どうしよう……！）

　今日はこんなことばかり起こっている。

　もしも愛那のことをただの姪と思っているのなら、肩に彼女のかわいらしい顔があったとしてもうろたえない。

　しかし、そうではないのだ。

　恋愛対象として、とてつもなく意識している。


    
        第二章　欲望の女神　


　愛那と同居をはじめて二週間ほどが経った。毎日がドキドキの連続だったが、澪はなんとか折り合いをつけて日々を過ごしていた。

「高崎さん、ちょっと……話があるんだけど」

　幸恵に声をかけられ、廊下の端――自動販売機と、小さなテーブルと椅子が設しつらえられたスペースで彼女と向かい合う。

「ええと……お話、というのは？」

　その場では話せないようなことだ。いよいよ彼女が結婚するのかもしれないと思った。

「うん……。私ね……再来月、結婚するの」

　やはりそうか、と思いながら笑顔で「おめでとうございます」と言う。ところが、幸恵は浮かない顔をしている。

「あの、どうされたんですか？」

　好きな人と結婚するのだ。幸せいっぱいなのだろうと思いきや、どうやらそうではないらしい。

「私……まだ、あなたに未練があるの」

　その一瞬、頭のなかが真っ白になった。

　缶コーヒーを手に持ったまま、しばし固まる。

「ねぇ、私とやり直さない？」

「え――!?」

　いや、しかし彼女は男性と結婚するのだ。やり直しようがない。

「それって、どういう……」

「私とときどきセックスしてくれるだけでいいの。ねぇ、どう？」

　それは、世に言う「セフレ」というやつだろうか。

　澪はすぐにぶんぶんと首を横に振った。

「だめです、そんな……できません」

　すると幸恵は意外そうに目を丸くした。

「どうして？」

「や、だって――」

　澪は眉間にしわを寄せて、口を大きく開く。

　――そんなこと、彼女が結婚する男性と私に対してあまりに不誠実ではないか。

　しかし、これから結婚するという彼女に罵倒ばとうするような言葉はかけたくなかったので、グッと我慢してのみ込む。

「私……っ、本当に好きになった人としかそういうことしないって決めました」

　呼吸を整えて、一息に言う。

「幸恵さんには、気持ちがないんです。ごめんなさい」

　澪は深く頭を下げた。だれかがこの状況を見れば、澪が仕事で失敗をしでかして謝っていると考えるだろう。別段、おかしなことではない。

「あ、そう……」

　幸恵は苦虫を噛み潰したような顔になって、缶コーヒーをグイッとあおった。それから、ガタンッと大きな音を響かせながら立ち上がり、空の缶コーヒーをダストボックスに入れて去っていった。







　その日、朝はよく晴れていたのに、退社するころにはすっかり雲行きが怪しくなっていた。会社のエントランスを出ると、強い雨に見舞われてしまい立ち往生おうじょうする。

（愛那ちゃんには、いまから帰るねって連絡しちゃったけど……）

　あいにく置き傘はしていない。この雨のなかを歩いたら、自宅まで徒歩数分とはいえずぶ濡ぬれになってしまう。

（もう少し待ってみれば、止むかもしれない）

　きっと通り雨だ。会社のエントランスホールには、ほかにも同じような考えの社員が大勢いて、足止めをくっている。

（やだな、早く止まないかなぁ……）

　愛那の夏休みはあと二週間ほどで終わってしまう。彼女とともに過ごせる時間には限りがある。だから、一刻も早く帰宅したいのだ。

　まだかまだかとそわそわしながら、エントランスホールの大窓から空を見上げていた。

　すると、視界に見慣れた水色が飛び込んでくる。

「――っ、愛那ちゃん!?」

　傘を持った愛那が、小走りでこちらへやってくるのが見えた。

　澪はあわてて自動ドアをくぐり、愛那のもとへ急ぐ。

　ふたりとも、互いを求め合うように走る。会社のポーチのタイルは雨で濡ぬれていた。

「――っ、あ」

　ズルリと足を滑らせて、なんとか踏みとどまるものの、今度は目の前の愛那がぐらついて転びそうになっている。澪は彼女へ両手を伸ばし、受け止めようとする。

　――ちゅっ。

　なにがいったいどうしてこうなったのか。

　愛那と唇同士を突き合わせている。

「……っ!!」

　彼女の唇の柔らかさを感じて情欲をそそられている場合ではない。

　ここは会社で、大衆の面前なのだ。

「ごごごっ、ごめん！」

　澪は愛那の肩をつかみ、きょろきょろとあたりをうかがった。

　さいわい、みんな空ばかり見ていた。雨が止むのを待っている。

（よかった、だれにも見られてない……よね？）

　事故とはいえ愛那とキスしてしまったのだ。この事実が会社の人間や、愛那の両親に知られては非常にまずい。嬉しい気持ちは押し殺さねばならない。

　だれも私たちのことを見ていないようでよかった、と安心していると、愛那が傘を持ったまま顔を真っ赤にしていることに気がついた。

「愛那ちゃん？」

　ああ、走ってきたから顔が赤いのか。

「傘、わざわざ持ってきてくれたんだね。ありがとう。さっ、帰ろう」

「ん、うん……」

　恥ずかしそうにうつむいて歩きだす愛那をじいっと見つめる者の存在に、澪はまったく気がついていなかった。







　会社のお昼やすみ。

　澪はまたしても幸恵に呼び出された。あまり人が立ち寄らない第四倉庫で、幸恵と向かい合っている。

　この倉庫は使用頻度が少ないため、天井の蛍光灯がいくつか切れているが新しいものには交換されずそのままだ。ゆえに、電気をつけていてもとても薄暗い。

　幸恵は壁にもたれかかってスマートフォンをいじりながら「ふう」とため息をついた。

　――なんだか、いやな予感がする。

　外は雨だ。じめじめとして、少しかびくさい倉庫にいるから、よけいにマイナス思考になるのかもしれない。

「私……見ちゃったのよね」

　そんなふうに切りだされては、よからぬ事態になっているのではないかとよけいに不安になる。

「なにを、ですか……？」

　おずおずと尋ねると、幸恵はおもむろにスマートフォンの画面を見せつけてきた。

「――っ!!」

　息が詰まる。いや、呼吸するのを忘れた。

　心臓がドクッと跳ね上がり、そのまま脈拍が早くなる。

　幸恵のスマートフォンに映っていたのは、昨日――愛那と偶発的にキスをしてしまったときの写真だった。

　よく撮れている、などと思っている場合でないのはわかっているが、ついそんなことを考えてしまう。

「そ、それは――」

　澪は視線をさまよわせて口ごもった。二人とも転んで、偶然、唇が重なってしまったのだと説明すればよいのだ。なにも、やましいことはないのだと。

　しかし、うまく言葉が出てこない。

（幸恵さんは私がレズビアンだって知ってるから……）

　果たして言い逃れできるだろうかと、まだなんの弁明もしていないのに尻込みしてしまう。

　幸恵はスマートフォンを持つ左手をヒラヒラと動かす。

「水色の髪の毛の目立つ子がいるなと思ったら、あなたとキスするんだもの。つい、写真に撮っちゃった」

「やっ、あれは……そのっ」

「そんなにうろたえるってことは――澪ちゃん、やっぱり……」

　幸恵の目がスウッと細くなる。

「あの子のこと、好きなの？」

　瞬時に、カァッと頬が熱くなった。

「澪ちゃんってホント……すぐ顔に出るから、わかりやすいわよね」

　彼女が首を傾げると、艶のある長い髪の毛が耳からパサリと落ちた。幸恵の口もとは大きな弧を描いている。

「ねぇ、この写真……流出したらまずいわよね？　だっていまはほら、なんでもあっという間に広がるから。一緒に帰ってたってことは……あの子、あなたの家に住んでるのかしら？」

　ゾクッと悪寒のようなものが背すじに走る。

「まぁ、なんにせよ……うっかりＳＮＳに上げないようにしなくちゃ……」

　口もとにスマートフォンを当てて表情を隠しながら、幸恵は言葉を継ぐ。

「仮に、あなたとこの子が健全な関係だとしても、こんな写真……誤解されちゃうわよね」

　彼女がなにを望んでいるのか、言われずともわかる。

　幸恵は、欲求不満なのだ。

「大丈夫よ。澪ちゃんが私の言うことを聞いてくれれば……この写真はだれにも見せない」

「……っ」

　澪は唇を引き結んで、ギリッと奥歯を噛み締める。

　幸恵はスマートフォンをスカートのポケットにしまって、白いドレスシャツの前ボタンを外しはじめた。

「あなたは脱がなくてもいいわ。私に奉仕だけしてくれればいいの。そうしたら、あなたのポリシーに反しないでしょう？」

　はぁっと息を吐きながら、興奮した面持ちで幸恵はブラウスの裾から腕を入れて背中にまわし、黒いブラジャーのホックを弾く。

　もったいぶるような緩慢な動きでブラジャーをめくり上げて胸をさらす。

「ねぇ……私の乳首、舐めて？」

　彼女の乳房はあいもかわらず美しく豊満だった。ブラウスはきちんと着たまま前だけがはだけ、双乳をさらしているさまはとても卑猥だ。

　少しも性欲を刺激されないのかと言われれば答えは「NOノー」。しかし、大興奮するかと言えばそれも「否いな」だ。

「澪ちゃん、早く。お昼やすみが終わっちゃう」

　猫なで声を出して彼女がまくし立ててくる。

　澪はのろのろと歩き、幸恵の真正面に立った。彼女とはそう身長が違わないから、上半身をかがめなければ乳首を舐めることはできない。

　澪は幸恵の腰もとを軽くつかんで身をかがめ、乳頭の一つをペロッと舐め上げた。

「あぁんっ……」

　気持ちよさそうに幸恵が啼なく。

「手抜きしちゃ、だめよ……。ちゃんと、シてね」

　こちらに『やる気』がまったくないのが幸恵にはわかるらしく、釘を刺された。

　澪は「んん」とうなって、舌先を素早く動かす。

　桃色の棘とげは少し触れただけでもすぐに尖って、かたくなに舌を弾く。

（これが……愛那ちゃんならいいのに）

　いけないと思いながらも、愛那のそれを妄想して乳頭を舐めしゃぶる。

　すると右手が意思とは関係なく勝手に動いて、舌で触れていないほうの胸飾りをいじりはじめた。

「ァッ……ンン、ふぅっ……」

　身をよじらせる幸恵の乳頭を澪はひたすら舐めまわし、もう片方は指でいじくり倒す。

（乳首、すごく硬い）

　それだけ彼女が感じているということだ。

　幸恵は、好きでもない相手にこんなことをされて気持ちがいいのだろうか。

（私に未練があるって言ってたけど……）

　本命は、婚約者の男性に違いない。

　澪は口をすぼめてちゅっと胸のいただきを吸い上げた。

「んぁっ！」

　幸恵の体がビクッと跳ね上がる。

「あんまり大きな声、出さないでください」

　ほんの少しだけ唇を離してそう言うと、幸恵は眉間にしわを寄せてコクッとうなずいた。

（こんなの……不毛なだけなのに）

　澪もまた幸恵と同じように、眉間に深くしわを刻んだ。険しい顔で、口での奉仕を続ける。

「はぁ、あっ……きもち、いぃ……！」

　押し殺した声で幸恵が喘ぐ。この行為を心から愉たのしんでいるようだった。

「澪ちゃん、下も……舐めて」

　唇とあごに手を当てて幸恵がせがんでくる。

　澪はピクッと肩を揺らしたあとで、のろのろと膝を折った。つめたい床タイルの上に膝立ちになる。

「早く……」

　幸恵はみずからの手でショーツをずるりと引き下ろし、スカートの裾を腰のあたりまでめくり上げた。

　薄暗くとも、彼女の秘所が潤みを帯びているのがわかった。

（ちょっと胸を舐めただけなのに）

　彼女はこれほど濡ぬれやすかっただろうかと、以前付き合っていたころのことを思い起こす。

（そうでもなかったような気がするけど――）

　もしかしたら彼女は、会社の倉庫で恋人以外の者に奉仕されているというこの状況に興奮を覚えているのかもしれない。背徳的で、リスキーなおこないだ。

　澪は赤い舌をのぞかせて顔をかたむけ、両手で秘裂ひれつを広げた。幸恵の小さな豆粒を目指して舌を伸ばす。

「ぁっ……」

　舌先がわずかに触れただけだというのに、幸恵はビクンッと両脚を揺らした。彼女の過剰な反応には言及せず、珠玉しゅぎょくをベロッと舐め上げる。

「んあぁ……ッ！」

　澪の口淫こういんにもだえながら、幸恵はせっぱつまった声音で懇願する。

「あ、あぁ……イイッ……！　このまま、イかせて……！」

　彼女の息遣いが一気に荒くなった。「はぁ、はあっ」と胸を大仰に上下させている。

「乳首……乳首も、さわってぇっ。コリコリ、して……っ！」

　言われるまま、澪は両手を上へ伸ばして幸恵の乳頭をつまむ。親指と中指で挟んだ桃色のいただきを、人差し指で押しなぶる。

「アァ……ぁ、あぁあ……ッ！　イイ、イィ……!!」

　熱に浮かされたように幸恵は何度も「イイ」と口にした。澪が舐めやすいようにするためか、壁にもたれかかるようにして脚を大きく広げている。

　――早く終わらせたい。

　澪は舌をめちゃくちゃに動かして幸恵の豆粒をこすり立てる。

「アァア、アァッ――……！」

　幸恵が仰のけ反ぞり、下半身が波を描く。

　彼女が絶頂するなり澪は立ち上がり、口もとを手の甲で拭った。







　幸恵への『奉仕』はその一回では終わらなかった。

（ラブホテルなんて……いつぶりだっけ）

　彼女に指定された部屋を目指してエレベーターに乗り込み、パネルの数字を見つめる。『１、２、３……』と、階を増すごとに澪の気は重くなっていった。

　指定の部屋の前でインターホンを押すと、なかからバスローブ姿の幸恵が現れた。

「いらっしゃい。きてくれて嬉しいわ」

　自宅に友人を迎えるような軽い調子で幸恵は言った。澪を脅していることに微塵みじんも罪悪感を覚えていないような口ぶりだ。

「この部屋、覚えてる？　付き合ってるとき、よく二人できたわよね」

「そう……でしたっけ」

「やだ、覚えてないの？」

「……すみません」

「ま、いいわ……。でも――わかってるわよね？　今夜も、ちゃんと私を気持ちよくしてくれなくちゃ――……」

「わかって、ます」

　澪は近くにあった棚にハンドバッグを置き、ベッド端に座る幸恵のもとへ向かう。ベッドの近くにはいわゆる『大人のおもちゃ』がずらりと並んでいた。

（ああ、思い出してきた……。この部屋って、たしか……こういうおもちゃが使い放題だった）

　それならば、手っ取り早くこのおもちゃで彼女を満足させて――帰ろう。

　こういった『よけいな残業』のせいで、ただでさえ愛那と過ごす時間が減っているのだ。一刻も早く終わらせて、愛しい人の待つ家へ帰りたい。この想いが一方通行だとしても、愛那とたわいない話ができるだけで幸せなのだ。

　澪はローターやバイブなど大人のおもちゃをごっそりと両手に抱えて、ベッドの上に置いた。

「アラ、珍しくやる気まんまんね？」

「そういうわけじゃないです」

　ではどういうわけか、とは訊かれなかったので、それ以上はなにも言わなかった。

　幸恵のバスローブの前を開くと、すぐに乳房が露呈ろていした。彼女の乳首は薄桃というよりも完全な桃色だ。そこに透明のローターをあてがって、専用のテープを貼りつけて固定する。二つともそうした。

　幸恵はそうして乳頭にローターをあてがわれただけで感じているようだった。桃色はすでに尖りきって、刺激されるのを待ち望んでいる。

　乳首に貼りつけたローターの電源はまだ入れずに、澪は幸恵に両脚を開かせる。バスローブの裾がパサリと音を立ててはだけた。案の定、彼女は下着をつけていなかった。

　膣口がわずかに潤っている。乳首にローターを貼りつけているあいだに少しばかり濡ぬれたものと思われる。

　手はじめに、ピンク色の――彼女の乳首につけたのとはまた別の――ローターで秘芯ひしんをつつく。

「ァンッ……」

　小突かれただけでも「イイ」らしい。幸恵はくねくねと腰をよじりながら「もっとぉ」とねだってくる。

　ピンク色のローターで、小さな肉粒をグリグリと押す。

「あっ、あぁ……いやぁ、んっ……！」

　いやよいやよも好きのうちだ。幸恵は快楽の核である豆粒を見せつけるように、いっそう大きく脚を広げた。

　澪は足の付け根の中心を無遠慮にローターでいじりまわす。

（そろそろ電源を入れよう）

　右手で、三つのローターのスイッチを順番にすべてオンにする。

「――アァアアァンッ！」

　とたんに幸恵が絶叫した。もう、達してしまったのかと思った。

　しかしそうではなく、たんに大きな声で喘いだだけらしい。

「あぁっ、すごい……イイッ……。澪ちゃん、付き合ってるときは……こんなこと、してくれなかった……ッ」

　――それは、はじめて付き合った『女性』を大事にしたかったから。

　いまはただ、彼女に快楽を与えることだけが目的だ。多少、荒っぽいやり方なのかもしれないが、幸恵にはそのくらいがよいようだ。

「イッていいですよ……？」

　――そして早く私を解放して。

「まだ……がまん、するわっ……」

　無用むような忍耐だと思ったが、そうとは言えず澪は左手を動かした。小刻みに震えるローターが陰核を揺さぶる。乳頭にくっつけているほうも、ブルブルと震えて桃色を刺激している。三つの性感帯を同時にそうして震わされれば、目の前にいる相手がだれであろうと気持ちよさを感じるものなのかもしれない。

（――って、なに考えてるんだろ、私……）

　倫理観よりも性欲が勝まさるのを肯定してしまった自分に嫌悪する。

（でももし、自分の好きな人がほかのだれかにこんなことされてたら）

　想像しただけで、はらわたが煮えくり返った。絶対に許せないだろう。

　そうして澪はなけなしの道徳心を取り戻し、冷静になる。いくら脅迫きょうはくされているからといって、こちらまで興奮していてはポリシーもなにもあったものではない。

　性欲が人を衝動的にするのだとは認めたくなかった。

　澪はこっそりと深呼吸をした。幸恵を絶頂させることに、無我の境地で専念する。

（そろそろ頃合いだ）

　蜜口からトロトロの愛液が次々とあふれ出てくる。彼女の内側の準備が整った証拠だ。

　ベッドの上に捨て置いていたバイブを右手でつかみ、左右に小刻みに動かしながら幸恵のなかへめり込ませる。

「んぁああ、あぁっ……！」

　小さな口が伸びやかに広がって、バイブは吸い込まれるようにして彼女の内側へ入っていった。

　最奥まで到達したらしく、これ以上は押しても入らない。

「アァ、奥……当たって……はぁあん……ッ」

　幸恵の息遣いがいっそう荒くなった。膝がぴくぴくと震えている。澪は彼女の反応を見ながらバイブを前後に揺すった。

「あっ、あっ、あぁぅ……っ」

　ガクガクと頭を上下に振ることで幸恵は快感を表現する。

「もっと――いっぱい、突いてぇっ……！」

　幸恵が必死の形相で高い声を出す。澪は無心で、肉棒の形をした中身のないおもちゃを突き動かす。

　そして、愛を伴わない行為はむなしいだけなのだとつくづく思い知る。

　何度、彼女を絶頂させたことだろう。

　幸恵はどれだけ激しく快楽の高みを極めても、しばらくすればまた貪欲どんよくに求めてくる。底なしの性欲だ。

　施しているこちらのほうが先に参ってしまい、いつの間にか眠っていた。

　なにかに追い立てられるようにパッと目を見開く。

　幸恵はすぐそばにいた。ベッド端に腰掛けて、スマートフォンをいじっている。

　目を凝こらせば、彼女が手にしているスマートフォンが自分のものだとわかった。

「なにしてるんですかっ？」

　澪は勢いよく身を起こす。

「んー……？　なんにもしてないわ、まだ。ハイ」

　平然と――少しも悪びれたようすなく――スマートフォンを手渡される。

「まだ、って……どういうことですか？」

　そうして顔をしかめる澪を、幸恵は一糸いっしまとわぬ姿で見つめるばかりで、なにも答えようとはしなかった。


    
        第三章　カミングアウト　


　幸恵とホテルに泊まった日のことは、愛那には「急な出張だった」と説明した。嘘をついたうしろめたさで、心がつぶれてしまいそうだった。

「ねえ、みーちゃん。……なにか、あった？」

「えっ？」

　二人とも入浴を済ませて、リビングのソファに並んで座ってくつろいでいるとき、愛那にそう尋ねらえた澪はとたんに心拍数を上げた。

「なんか最近、元気がないというか……。だから、どうしたのかなって」

「え、ええっと……」

　澪は前を向いたまま口ごもった。

「ちょっと、仕事で……うまくいかないことがあって……」

　また、嘘をついている。

「そっか、お仕事で……。じゃあ私、もっともっと家のこと頑張って、応援するね」

　ズキンッと心が痛む。

　嘘を重ねてしまったことに加えて、申し訳なさそうに健気けなげに笑う愛那の顔を見ていたら、自然と涙腺るいせんが熱くなった。

　愛那は澪が涙ぐんでいることにすぐに気がつく。

「えっ、みーちゃんっ!?　どうしたの？」

　彼女に顔をのぞき込まれる。

　純朴で、清らかさにあふれた彼女が、自分とは対極にあるように思えた。

　澪は愛那から視線を逸らし、うつむく。

「みーちゃん……？」

　涙のせいで視界がぼやける。愛那が――愛しい人が寄り添うようにしてすぐそばにいるものだから、頭のなかがくらくらしてきた。額に手を当てて気を保たもとうとするが、うまくいかない。

　愛那の息遣いを感じる。こんなときに自分は彼女に欲情しているのかと思うと、情なさけなくなった。

　ドクドクと、いまだかつてないくらい心臓が高鳴っている。過呼吸を起こしてしまったのではないかと思った。息をするのもままならない。

「私……ごめん、嘘を……ついてる。それに、隠し事もしてる」

　それがなんなのか、打ち明ける覚悟はまだ決まっていなかった。

　しかしこれ以上、彼女がそばにいては理性が吹き飛んで襲いかねない。

「このあいだ……外泊したのは、急な出張じゃなくて」

　息が詰まる。喉になにか貼りついているかのように、声を出すのがつらくなった。

「ラブホテルに……泊まった。……女の人と」

　澪は肩で息をしながら声を絞り出す。

「私、の……恋愛対象は女性なの。だから……っ」

　そのあとに続く言葉は、どうしても口に出せなかった。

　愛那のことも『そういう』目で見ていたのだと知られたら軽蔑けいべつされる。

　彼女に嫌われたくないという思いが強すぎて、言いだせない。

「なんだ……。それじゃ、やっぱり……私と同じだったんだ」

　突然、愛那が口を開いた。

「えっ――？」

　尋ね返せば、愛那は首を傾げてほほえんだ。

「私も、好きになるのは女の人ばっかりだよ。そのことに気がついたのは、つい最近だけど」

　澪は耳を疑う。愛那の言葉はとてもシンプルで、わかりやすいのだが、すぐにはのみ込めなかった。

　いっぽうで、澪にレズビアンだと告白された愛那のほうはさして驚いているようすはなかった。それよりも、

「みーちゃんは、ホテルに一緒に泊まった女の人と付き合ってるの？」

　そのことのほうが気がかりのようだった。

「昔はそうだったけど……いまは、付き合ってない。でも、その……ちょっと弱みを握られてて……。だけど私はその人のこと、好きじゃない。その人も、私のこと遊びなんだと思う」

　愛那とのキス写真をネタに脅されているのだとは言えなかった。言いたくなかった。彼女に無用な心配はかけたくない。

（愛那ちゃん、どう思っただろう……？）

　理由はどうであれ、好きでもない人とホテルに泊まったのだ。軽蔑されるのにはじゅうぶんだとも思えてきて、不安になる。崖っぷちに立たされているような心境だ。

「そっか……」

　愛那は笑っているのか、あるいは顔をしかめているのか、一見しただけではなんともいえない複雑な表情になった。

「じゃあ、みーちゃんの好きな人はだれ？」

　――私の好きな人。

　いま目の前にいる人なのだと、正直に答えてよいものか。

　それを伝えてしまえばもう、どう転んだとしても叔母と姪の関係ではいられなくなる。

　澪は潤んだ瞳を左右に揺らして返答をためらう。

「みーちゃん……教えて？」

「……っ」

　愛那はなぜ、澪に『好きな人はいるのか』ではなく『好きな人はだれか』と訊いたのだろう。

　彼女は本当は自分の気持ちに勘づいているのではないか。そんな考えに囚われる。

　意を決して、きちんと想いを伝えるべきだ。そうでなければきっと後悔する。いまが、絶好のチャンスだ。

「愛那ちゃん、だよ……！」

　いったいなにに涙腺を刺激されたのか、瞳の奥から水粒があふれ出して頬を伝う。

　なぜ泣いているのか、自分のことなのにわからない。

　ぼろぼろと涙をこぼす澪を愛那は一心に見つめていた。ゴクリと喉を鳴らし、みずみずしい唇で言葉を紡ぐ。

「私もみーちゃんが――好き。恋愛対象として」

　愛那の頬が瞬く間に赤く染まった。

　彼女の、透明感のある声が頭のなかでこだまする。

　聞き逃したわけでもないのに「もう一度言って」とねだりたくなった。

　しかし、こちらなにか言う前に愛那が身を乗り出した。両腕をつかまれる。

　下から見上げるようにして、彼女の顔が近づいてくる。

　偶然ではないキスを、愛那と交わす。

「ん、っ……」

　この柔らかな感触をふたたび味わうことができるなんて、夢のようだ。

（夢、じゃ……ないよね？）

　夢か現うつつかと不安になってしまうほどの幸福に満ちあふれている。いまなら天にも昇れる気がしてきた。

　カミングアウトすることで心のつかえがとれて、楽になった。

　いや、結果がよかったから、都合よくそんなことを思うのだろう。

　もしも拒絶されていたら、レズビアンで、そして血のつながった姪に恋心を抱いているのだと告白したことを、きっと後悔した――。

　愛那が何度も唇を食んでくる。

　澪は目を閉じて、ひたすら彼女に応えた。

（愛那ちゃん……そんなに、慣れてる感じじゃない）

　想いが通じ合ったと知るなり、彼女がこれまでどれくらいの人とこういうことをしてきたのか気になりはじめる。自分のゲンキンさにあきれながらも、好きな人のことなのでやはり知りたいと思ってしまう。

（でも、なんて尋ねる？）

　非常に尋ねづらいことだ。

　そうして澪が悶々もんもんとしていると、

「みーちゃん、私にさわりたいって思った？　我慢、してた……？」

　先に愛那に質問された。

　澪は少しためらったあとで「してた」と答える。

「……私も同じだよ」

　歓びと期待で胸がドクッと大げさに鳴る。

　風呂上りということもあり、愛那はとても薄着だった。

　肩や首まわりが大きく開いた白いラウンドネックシャツ。上半身はそれだけだ。

　――いや、もしかしたら彼女はいまその一枚しか着ていないのかもしれない。

　入浴の直後、彼女は下着を身に着けていないことが多い。

　愛那の下半身はあまり見ないようにしていたが、ラウンドネックシャツの長い裾の下はきっと、とても無防備だ。

　澪は短く息を吸った。

　背徳感と情欲が入り乱れている。

　いくら両想いとはいえ――果たして本当に、欲望の赴くまま実の姪に手を出してよいのだろうか。

　澪の心の葛藤かっとうなど知る由よしもない愛那が誘惑的に胸を押しつけてくる。

　白いシャツだから、薄桃色が透けている。つい、まじまじとそこを見つめてしまう。

「さわって……？」

　澪が胸もとを凝視していたのがわかってか、か細くも甘い声で愛那が言った。

（ど、どうしよう……）

　そこに触れてしまえば、いよいよ後戻りはできない。

　キスをしておいて言えることではないが――彼女の性的な部分に触れるということは、じゅうぶん一線を越えるに値する行為だ。

「みーちゃん」

　浮世離れしたスカイブルーの瞳は蠱惑的こわくてきだ。

　もうひと押しと言わんばかりに、愛那は澪の体に腕をまわして抱きついた。

　ぐらついていた理性が、バラバラと音を立てて崩れていくようだった。

　澪は愛那の華奢な体を抱き締め返し、彼女にもたれかかるようにして首すじに顔をうずめた。

　大きく息を吸って、愛那の香りを愉しむ。同じボディソープを使っているはずなのに、彼女のほうがいい匂いがする。

　愛那の肌の感触を確かめてみたくなって、顔を左右に動かしてすりすりと頬ずりした。

「ん、んん……みーちゃん？　くすぐったい……」

　彼女は喘いでいるわけでもないのに、耳もとで声を聞いただけで脚の付け根がトクッと反応した。

「好きだよ、愛那ちゃん……っ」

　たまらなくなって、あらためて想いを伝える。

　愛那が笑ったのがわかった。彼女の吐息が耳に当たったからだ。

「私も……ううん、私のほうが、みーちゃんのこと好きだって自信ある」

　嬉しいことを言ってくれる。

　好きの気持ちはどうやったらはかることができるのだろう。

　澪は「ふふっ」と笑って、愛那の背中を撫で上げた。何度も何度も、存在を確認するように背をさする。

　この手で触れることができるだけでも幸せだと思った。それなのに、彼女の背中を撫でているうちにもっとべつのところにも手を這わせてみたくなる。

　貪欲な自分を心のなかで責めながらも、その衝動はもはや止められない。

　愛那の肩をそっとつかむ。

（細い腕……）

　愛那は食欲旺盛でよく食べるのだが、どうも太りにくい体質らしい。うらやましいと思いつつ、細い二の腕を通り越して脇腹のあたりまで両手を進める。

（でも、胸はけっこう大きいんだよね）

　やわらかな乳房の下端を、控えめに押し上げる。

「ん……っ」

　愛那の肩がピクッと揺れた。

「イヤ、だった……？」

　澪が尋ねると、愛那はぶんぶんと首を横に振る。

　必死にそうするものだから、かわいらしくてたまらない。

　澪は両手の指をめいっぱい広げて、ごく慎重に彼女のふくらみをつかんだ。

「ンン」

　愛那が目を細め、肩をすくめる。くすぐったそうだった。

（こういうの……ぜんぜん、慣れてないのかな……？）

　愛那の初々ういういしい反応を喜ばしく思いながら、澪は彼女の双乳をゆっくりと揉みまわした。

「ぁ、あ……」

　胸を揉まれるのが恥ずかしいらしく、耳まで真っ赤になっている。

「痛かったり、イヤだったりしたら……言ってね？」

　小さな声で告げると、愛那もまた小さくコクッとうなずいた。

　その瞬間、それまで感じていた背徳感や罪悪感が払拭ふっしょくされて、頭のなかが性欲と情愛だけになった。

　澪は「すう、はあ」と短く呼吸して、手中しゅちゅうに収めたふくらみのいただきをシャツ生地越しにツンッとつつく。

「ひゃっ！」

　愛那の体がガクッと大きく跳ね上がる。たいそう驚いているようだった。

「みっ、みーちゃん……」

「……うん？」

　薄桃色に透けた部分を両方とも、人差し指でつついてぐるぐると押しまわす。

「あっ、ぁう……っ」

　尖りがいっそう鋭くなったのがわかった。とても硬い。

　愛那は目を伏せて口もとに手を当てた。おそらく、声を抑えようとしている。

「愛那ちゃんの声……たくさん聞かせてね」

「えっ……？」

　長いまつ毛がスイングしてこちらを見上げる。

「だって、ちゃんと聞きたい……。がまん、しないで」

　スカイブルーの瞳を見つめ返して言った。愛那はためらいがちに「んん」と答える。

　白いシャツ越しに乳頭にあてがった指を小刻みに、素早く動かす。

「ぁ、んっ……ん、っ」

　愛那の体がうしろに倒れて、ソファの背もたれにぶつかる。

　支えができたことで、これ幸いとばかりに澪はよりいっそう激しく指を動かして愛那の薄桃色をいじった。

「ふっ、ぁ……あぁ……っ」

　半開きの口から紡がれる嬌声きょうせいは、妄想していたものよりも格段に儚げだった。

　か細い声に征服心を駆り立てられる。もっと喘がせて、いいようにしたい。

　身をかがめて、シャツごと指でつまみ上げている乳頭に唇を寄せる。

　ちゅっと音を立てると、愛那は「ひゃぁっ！」と驚嘆きょうたんまじりの大声を上げた。

「あ、あぁっ……そんな、ぁ……」

　服の上からそこを舐められるとはまったく予想していなかったらしく、愛那はひどくうろたえている。

　困惑する彼女をよそに、魅惑的な尖りをシャツの生地と一緒くたにベロベロと舐めしゃぶった。

　白いシャツだから、濡ぬれれば薄桃色が浮き立つ。

　もう片方も、同じように唾液で湿らせた。ふたつの乳頭が際立って、なんとも卑猥だ。それをしげしげと見つめていると、

「み、みーちゃんの、えっち……！」

　そう言いながら愛那はそっぽを向いてしまう。

「もっと、えっちなことしたいんだけど……いい？」

　濡ぬれた乳頭を指先でつつく。気持ちがいいのか、愛那は小さく肩を揺らした。

「もっと――って、どんなこと？」

　かろうじて聞き取れる小さな声で尋ねられる。

　乳首をいじる指はそのままに、彼女に耳打ちした。

　みるみるうちに愛那の顔が朱に染まる。

「……だめ？」

　尋ねると、

「いい、よ……。イヤなんかじゃ、ない」

　視線を泳がせて恥ずかしそうにしながらも快諾かいだくしてくれる。

　澪は口の端を上げて、愛那の太もものあたりにあったシャツの裾をつまんで持ち上げた。そこにはやはり下着の姿はなく、浅い茂みが顔を出した。

（やっぱり、なにも履いてなかった）

　もともと興奮していたが、さらに体の内側がたぎって性的な欲求が高まる。

　指でつまんだシャツの裾を、そのままいっきに胸の上までめくった。

「あっ……」

　愛那の胸と下半身があらわになる。目にしただけで快感を覚えて、脚の付け根がトクトクと一定のリズムを刻みはじめた。

　愛那のふくらみはとても美しかった。大きさは手のひらに収まる程度だがそれがほどよく、その先端を飾る薄桃色はどこか艶つやがありとても鮮やかだった。

　若さゆえの美しさなのか、あるいは彼女自身が生まれ持ったものなのか。わからないが、いまだ成熟しきっていない愛那の裸体から目が離せなくなった。

　あまりにもじろじろと見ていたせいか、愛那は両腕を前へ持ってきて胸を隠してしまった。すっかりうつむいて、固く脚を閉じている。

「どうして隠すの？　『いい』って……言ったよね？」

　責めるような調子で言うと、愛那は「だって……」と反論の前置きをしつつ、そのあとに続く言葉はなかった。小さな子どものようだ。

「だって……なに？」

　意地の悪いことをしていると思いながらも追及する。

　愛那はとうとう、うつむいたまま横を向いてしまった。

　それでも、本当に嫌がっているふうではなかった。チラリ、チラリとこちらに視線を寄越よこしては背そむけ、頬や耳を赤くする。

「愛那ちゃんの乳首……舐めさせて」

「……っ！」

　声もなく口をパクパクと動かしてなにごとか言おうとする愛那はかわいらしい。

「じかに、舐めたい……。ねえ、お願い」

　彼女の両手首をつかんで、左右に開かせる。

「やぁ……」

　口ではそう言いながらも、愛那の腕にはさして力が入っていない。

　――恥ずかしいけど、舐められたい。

　きっとそんな心境なのだと思う。

　愛那の胸もとを開け広げにして、頭を低くする。間近まぢかで見てもやはり、乳房の先端は色鮮やかでそして煽情的せんじょうてきだった。

　自分の呼吸が荒くなるのを感じながら舌を出し、すでに勃起ぼっきしている乳首の表面を軽く撫でるようにして舐め上げる。

「んぁ、ぁっ……！」

　ピク、ピクッと腕を震わせて愛那が喘ぐ。勃たち上がっていた乳頭がさらに硬度を増したのが、見た目にわかった。

　硬いそこを舌でツンッとつつく。案の定、弾かれてしまったので、今度は舌先で押しなぶる。

「ぁっ、あぁ……んっ、んんん……ッ」

　コリコリとした感触がたまらない。口のなかに入れて吸い上げたくなったが、いきなりそんなことをしたら愛那がびっくりするかもしれない。

（ううん……もうじゅうぶん、驚かれてる）

　もう、いまさらだ。

　レズビアンであることは知られてしまったし、先ほど『愛那にしたいこと』も告げてしまった。

　もうなにも隠すものはないのだから、思うまま彼女を愛せばいいのだ。

　澪は大きく口を開けて、愛那の乳頭をパクッと食んだ。

「ふぁっ！」

　頓狂とんきょうな声を発して愛那の体がビクッと弾む。

「やっ、みーちゃん……！　あぁ、あっ……！」

　口のなかに入れた胸飾りを、じゅうっときつく吸い上げながら舐め転がす。

　よほど気持ちがいいのか、愛那はひっきりなしに高い声を出した。

　その甘い声が愛撫あいぶに拍車をかける。

　凝り固まった乳頭を舌でなぶり、もう片方のそれは指先でつまんでこねた。

　執拗しつようなまでにそれを繰り返す。愛那の乳頭はいつまでも甘い飴玉あめだまのように、どれだけ口に含んでいても飽きない。

「あふっ、うぅっ……！　ぁん、んぅっ」

　愛那の両脚がもじもじと動いているのがわかった。じれているのだろう。

　空いている右手を彼女の下肢へと向かわせて、手はじめに茂みを漁る。

　柔らかな陰毛を指に絡め、くるくると円を描きながら撫でる。

「ん、くぅ……」

　愛那が下唇を噛む。じれったそうだ。

　下半身の秘めやかな箇所には慎重に触れる。乳首よりもさらに敏感でデリケートな部分だ。

　秘裂の、触れるか触れないかのところをツツツッと撫でる。

「ふゎっ！」

「ごっ、ごめん」

　あわてて顔を上げ、手を引っ込める。

「ん、ううん……」

　愛那は唇に手を当てて、スカイブルーの瞳をさまよわせた。

「……続けて、ほしい」

　虫の鳴くような声で彼女が言う。澪は無言でコクッとうなずいた。

　あらためて、愛那の脚の付け根に指を這わせる。痛い思いはさせたくないので、性急な動きは避ける。

　割れ目になっているところをそっと指でたどる。愛那の両脚がピクンとわずかに跳ねた。

（濡ぬれてる……）

　割れ目の奥にはまだ触れていないというのに、そこはよく濡ぬれていた。蜜が外にまであふれ出している。

（ちゃんと、感じてくれてるんだ）

　心の奥底から悦よろこびが込み上げてきた。甘いうねりのようになって、手足の先まで悦楽えつらくに満たされる。

　衝動的に、彼女の秘所をめちゃくちゃにしたくなったが、グッとこらえた。少しでも痛みを与えてしまったら、すべて水の泡だ。

（気持ちよくなってほしい）

　愛那の心身しんしんを快感一色に染め上げることがひとまずの目標だ。

　澪はこっそり深呼吸をして、ソファから下り、カーペットの上に膝をついた。そうして目線を低くしたほうが、愛那の秘園をいじりやすい。視覚的にもこのほうがよい。よく見える。

「ぁ、やだ……」

　恥ずかしそうに言って、愛那が脚を閉じる。

「……続けて、ほしいんだよね？」

　問えば、「うん」と小さな声で返ってくる。

「じゃあ、脚は広げておかなくちゃ」

　きっぱりと言うと、愛那は不満げな顔になりながらも、ほんの少しだけ脚を開いた。

「見えないよ……？」

　優しい声音で澪が告げる。

「……見られるの、恥ずかしい」

　弱々しい声音で愛那が答える。

「でも、見ながらじゃないと……できない」

　透け感のある白い太ももに両手をあてがう。愛那は唇を引き結んであらぬ方向を見ながらも、コクッと確かにうなずいた。

　なめらかな肌にあてがった両の手に力を込めて、彼女の脚を左右に押し広げる。

　ふたたびまみえた秘芯は蜜に濡ぬれて煌きらめいていた。見つめていると、神聖なもののようにも思えてくる。

　果たしてここを犯してしまっていいのだろうかと、迷いが生まれる。

「……どうしたの？」

　澪が急に動きを止めたからか、愛那はとたんに不安げな顔になった。

「もしかして、私のココ……変？」

　的外まとはずれなことを言われたものだから、澪は右へ左へと勢いよく首を振って否定した。

「ぜんっぜん、そんなことない！　きれいだよ、すごく」

　澪が大声を出したからか、愛那はポカンと口を開けたまま目を丸くした。

「あっ、ごめん……その……本当に、さわっていいのかなって……」

　すると愛那は口もとに笑みを作った。

「なぁに、みーちゃん。さっきは『見せて』って言ったくせに」

　彼女の両手が頬に添う。小さくて、柔らかくて、なにより温かい。

「みーちゃんになら、さわられたい……。だから――」

　そうして希こいねがう彼女の誘いには乗らざるを得ない。澪はおもむろに首を縦に振った。

　愛那の陰部を見つめ、手を伸ばす。蜜口からあふれた淫らな液を指に絡めて、もっとも快楽を得やすい小さな豆粒にトンッと軽くタッチする。

「んぁっ……！」

　快感を示す嬌声を上げて、愛那の体が揺れる。形のよい小ぶりの乳房がふるっと弾んだ。

　いましがた触れた豆粒に目を凝らすと、ヒクヒクと震えていた。澪はぬめった指先でツン、ツンッと何度もそこをつつく。

「ぁ、あぁっ……みーちゃん、そこ……っ、あ、ぁぅっ……！」

「……ここにさわるのって……どう？　イヤじゃない？」

　ささいな反応にも気づけるよう、彼女を注視する。

「ヤじゃ、ない……けど……あぁ、あっ……！」

　愛那は身をよじり、腰をくねらせる。

「ん、うぅっ……！　おかしく、なっちゃいそう……っ」

「そっか……」

　顔がニヤけてしまうのをなんとかしてこらえながら、人差し指を上下に動かして淫核をこする。

「ひぁあ、あっ！」

　愛那の喘ぎ声が先ほどまでよりも高くなった。

　脇腹のあたりがゾクッとわななく。愛那の高い声に性感を刺激されたせいだ。

　ときおり膣口へと赴いて指先に蜜を補充しながら、執拗に肉粒をこすった。

「愛那ちゃんっ……。舐めさせて」

　こするだけでは物足りなくなったのは澪だ。

「え、えぇっ!?　ど、どこを……」

「いま私が指でつっついてるところ」

「……！」

　愛那はあわてふためく。

「や、やぁっ……そんなこと……！」

「でも、きっと気持ちいいよ？　だから……ね？」

　さっきは触れることすらためらったくせに、なんて身勝手なのだろうと思う。

　しかし、一度触れてしまえば次から次に欲望が生まれ、彼女のなにもかもがほしくなった。

「うー……」

　うなりながら、愛那は困り顔になる。

「愛那ちゃん……」

　機嫌をうかがうように、人差し指で肉粒を押しなぶる。

「ん、んぅっ」

「きっと……指だけじゃ、物足りなくなってくるよ……？」

　花芯かしんをつつく人差し指の動きを緩慢にさせると、愛那の眉間がしわを刻んだ。

「わ、わかった……。ちょっと、だけ……なら」

　澪はぱぁっと表情を明るくして「ありがとう」と礼を述べる。

「それじゃあ、さっそく」

　前置きして、彼女の脚の付け根に顔を寄せる。

「ぅ、ひゃっ」

　素すっ頓狂とんきょうな声もまた愛らしくていい。

　澪は感嘆のため息をついて、べえっと舌を出した。そのようすを愛那がじいっと見下ろす。

　彼女の視線を感じながら、舌先で花芽を撫でる。

「んあぁっ！」

　手で軽く押さえていただけの愛那の両脚がガクッと跳ね上がる。

（指でするのと違って、舌だと痛みは感じにくい）

　だからきっと、脚が跳ね上がったのは痛みによるものではない。

（さっきは縦に舐めたから、今度は横）

　澪は舌先を左右に動かして、ぷっくりとふくらんだ陰核を幾度となくなぶった。

「あっ、ぁっ、あぁ……！」

　右手で蜜口のようすをさぐれば、いままさに愛液があふれているところだった。トロトロの蜜が次々と滴したたり落ちてくる。

（ナカに指を入れるのは……もっと先のほうがいい）

　愛那がどれくらい、『こういったこと』の経験があるのか定かではないが、膣内へ指を沈めるのはもっとあとのほうがいいと直感的に思った。

（一度絶頂させて……まだ物足りなさそうだったら、ナカもいじろう）

　そうやって頭のなかで計画を立てたあと、澪は口をすぼめて珠玉を吸った。じゅるるっと水音が立ってしまったが、「ふゎああっ！」という愛那の大きな喘ぎ声にかき消された。

（はぁ……愛那ちゃんはなにをしてもかわいい）

　恋は盲目というが、まさにそうだ。彼女には欠点がひとつも見当たらない。

　はじめは料理下手ベタだったが努力でカバーしてくれたし、恥ずかしそうにしながらもこうして淫戯いんぎに付き合ってくれる。

　もう、彼女なしの生活なんて考えられない。ずっと、愛那と一緒にいたい。

（でも……）

　夏とともにこの夢は終わるだろう。

　そう思うと、とたんに気落ちした。どこまでも明瞭めいりょうに見通すことができた視界が、急に閉ざされてなにも見えなくなってしまったようだった。

（――ううん、なんとか理由をつけて……私の家から学校に通ってもらえば……）

　姉の家とここでは、ほんの少しだがこの家のほうが学校に近いのだ。

「ん、んっ……みーちゃん……！」

　澪はハッとして、「んん」とうなりながら愛那の呼びかけに答えた。

（だめだめ……。いまは、愛那ちゃんを気持ちよくすることに集中しなくちゃ）

　これからのことは、ゆっくりと考えていけばいい。夏休みが終わるまであと一週間以上あるのだ。

　澪は目の前のことに集中すべく、両手を上へ伸ばして愛那の乳頭をキュッとつまんだ。それぞれの棘を二本の指でリズミカルに引っ張り上げる。

「ふゎっ、あっ……！　や、やぁっ……ん、んぁぅっ」

　指と舌を、とにかく素早く動かす。強さよりも速さが重要だ。

「あぁぁ、ああぁっ――!!」

　ひときわ大きな声を出して、愛那は体を弓なりにした。

　下半身がビクッ、ビクッと脈を打ち、蜜口から噴き出すようにして愛液がこぼれる。

　澪は愛那を観察する。まだ、物足りないだろうか。

「い、いまの……なに？」

　ところが、思いもよらぬ言葉を聞くことになった。

（もしかして、はじめての……絶頂？）

　口の端が吊り上がるのを止められない。

　この感情に名前をつけるのならぴったりのものがある。

　それは、まぎれもない愉悦ゆえつ。

「なんだろうね……？」

　そう言いながら、いまだに脈打つ愛那の体を互いの顔が見えないようにひしと抱きしめ、澪は隠れて嗤わらうのだった。


    
        第四章　夢の終わり　


　幸福な日々の終焉しゅうえんは突然おとずれる。







　明け方、愛那と抱き合って眠っているときだった。

　ピンポーン、ピンポーン、ピンポーン……と、何度も何度もインターホンが鳴った。

「なに、だれ……？」

　裸のままむくりと起き上がり、ぼんやりと扉のほうを見る。インターホンはいまだに鳴り響いている。

（もしかして、インターホンが壊れた……？）

　カーペットの上に散らばっていた服をかき集めて身なりを整え、寝室を出る。愛那はというと、よほど疲れているのかいまだにベッドの上で寝息を立てている。

（お客さんだとしても、どうせ用事があるのは私だろうし。寝かせておいてあげよう）

　澪はそっと部屋の扉を閉めて、玄関へ向かった。

　「はーい」と返事をすると、インターホンが鳴り止んだ。

（壊れてたわけじゃ、ない）

　では、だれかが執拗にインターホンのボタンを押していたということだ。

　澪はおそるおそる、玄関扉ののぞき穴から外を見た。

　見知った人の顔を見るなり、「えっ!?」と声を上げて、すぐに扉を開ける。

「――姉さん!?　どうしたの、こんなに朝早く……」

「……愛那はどこ？」

　姉の、いつになく険しい顔を見て、嫌な予感がした。

「まだ、寝てるけど……」

「じゃあ起こしてちょうだい。いますぐ家に帰るから」

「えっ？　な、なんで？」

「なんで、って……」

　姉は渋面を浮かべたまま、右手に持っていたスマートフォンを見せつけてくる。

　澪は一瞬で腹の底が冷えた。

「これ――どういうことなの？」

「それ、は……愛那ちゃんが会社に傘を届けてくれたんだけど、足を滑らせて転びそうになっちゃって。それで、支えようとしたら偶然、唇が当たっちゃって……。それを、会社の人に撮られちゃったんだよ。面白半分だったんだろうけど、ほんと……困るなー……」

　我ながらよくもそんな言いわけがスラスラと出てきたものだ。これではさも『愛那とはなんでもない』と言わんばかりだ。

　――本当は、もっと淫らな関係になってしまったというのに。

　しかし、姉の態度は変わらなかった。

「とにかく、愛那は連れて帰るわ。そろそろ夏休みも終わりだし……。あなたも、変なうわさが立ったら困るでしょ」

「わ、私はべつに……」

　キッ、と鋭い視線を向けられて怯ひるむ。

（これは……愛那ちゃんも一緒に、話し合ったほうがいい）

　澪は姉に、「リビングで待ってて。愛那ちゃんを起こしてくる」と告げて、寝室へ急いだ。

「愛那ちゃんっ、起きて……！」

　裸体に薄手のシーツを引っ掛けただけの愛那の体を揺する。

　そんな起こされ方をしたことのない愛那は寝ぼけ眼まなこで「ふぇっ？」と言った。

「急にごめんね。早く服を着て？　……姉さんが来てる。愛那ちゃんを連れて帰るって言ってる」

「えっ!?」

　大きな瞳を瞬時にバッチリと開けて愛那が飛び起きる。急に起き上がったからか、顔が青ざめている。

「な、なんで……？　まだ、夏休みは終わってないのに」

「わからない……。でも、その……」

　あの写真のことを話すべきか迷う。姉は、愛那には写真のことを伏せたがるかもしれない。

「とにかく、姉さんはいまリビングにいるから。みんなで話し合おう」

「うん……」

　愛那の着替えを手伝って、二人でバタバタとリビングに入る。姉はというと、険しい顔のままソファに座っていた。

　愛那は立ったまま、

「私、まだみーちゃんのところにいたい」

　単刀直入に切り出すものの、

「だめ。帰るの」

　一刀両断される。

「どうして!?」

「それは……」

　スマートフォンを手に持っていないところを見ると、やはり姉は愛那にはあの写真を見せたくないようだ。

「……っ、あなたがここにいたら、澪に迷惑がかかるのよ！」

　そんな言い方をされたら、愛那はなにも言えなくなるではないか。

「や、だから私はそんなこと――」

　ところが、ものすごい剣幕で姉ににらまれ、こちらまでなにも言えなくなる。

「ま、まぁ……お茶くらい飲んでいったら？」

　時間を稼いで、話し合いの余地を作ろうとする。

「いいえ、けっこうよ。お邪魔しました。愛那、荷物をまとめてきなさい」

「……っ」

　泣き出しそうな顔になりながら、愛那は「はい」と小さく返事をして寝室へ戻っていった。

　澪は姉のとなりに座る。

「子どものいない私が言えることじゃないけど……ちょっと、愛那ちゃんに厳しすぎない？」

「……だったらあなたも、早くいいひとを見つけて子どもを作りなさい」

　そうして話題をすり替えられてしまっては、話し合いができない。

　澪は何度も姉を説得しようとしたが、なにを言っても無駄だった。姉はとても頑固がんこなのだ。

「みーちゃん……お世話に、なりました」

　玄関先で二人を見送る。愛那のか細い声を聞いて、胸が締めつけられた。

「はい、これ。この子の滞在費」

　茶封筒を差し出されたが、「要らない」と言って断った。しかし、姉はポストに封筒を入れて無理やり置いていった。

　玄関扉を施錠して、リビングへ戻る。

　部屋の広さや家具はそのままだというのに、急にがらんとしてしまったような気がして、それだけで物悲しくなった。

　ソファに腰を下ろす。無意識に、左端に座ってしまった。右側に座ってくれる人は、もういない。

（どうして姉さんがあの写真を……）

　出所は幸恵に違いないが、どうやって姉がそれを知り得たのだろう。

「あっ」

　澪の声がリビングに虚むなしくこだまする。

（あのときだ――）

　幸恵とホテルで一泊したとき、姉の連絡先を知られたに違いない。

（最近はずっと、幸恵さんの誘いを断っていたから……）

　だから彼女は、強硬きょうこう手段に出たのだ。

　しかしながら、愛那と想いが通じ合ったというのに、幸恵に不埒な施しをするのはどうしても我慢ならなかった。

　だってそれは、愛那に対する裏切りに違いないのだから。

　澪は大きなため息をついてうなだれる。

　――姉はあの言いわけを信じてくれただろうか。

　いや、写真を撮られた時点ではまだ『そういう』関係ではなかった。

（これから……どうしよう）

　弱気な自分が、『叔母と姪』という健全で当たり前の関係に戻ればいいだけの話だとささやいてくる。

（そんなの、って……！）

　とたんに涙があふれてきて、あっという間に滝のようになった。

　人目につかないのをいいことに、年甲斐としがいもなくわんわん泣く。

　泣けばきっと忘れられる。

　愛那の温もりを、覚えていてはいけないのだ。

　姪なのだから、これからも会って話をすることくらいはできるはずだ。

　そして姉が愛那の外泊を許せば――……。

（……ううん、だめ）

　姉と顔を合わせたことで自覚した。自分がしでかした不道徳な行いを、ひどく悔いる。

　姉の子と、体の関係を持ってしまったのだ。

　許されざる――裁かれても不思議はない行為。

　目の前が真っ暗になった。

　もうすぐ陽が昇るころだと思うが、窓の外は暗い。

　今日はきっと、雨。







　澪は久しぶりに一人きりの夜を過ごした。

　シングルベッドから起き上がり、無言で洗面所へ向かう。

　鏡に映った自分はずいぶんとひどい顔をしていた。

　目の下のクマはコンシーラーを厚塗りして隠す。血色の悪い唇には桜色のリップを塗り重ねた。

　そうすると、いつもより厚化粧になってしまった。

　いかにも自分を偽っているという感じがして、なんだか嫌だ。

　しかし、寝不足の疲弊ひへいした顔をどうすることもできず、肩を落としたままキッチンで朝食作りをはじめる。

　自分で作った朝ごはんを、たった一人で食べる。

（私の料理って、こんなにまずかったっけ……）

　三週間ほど前までと変わらない日常のはずなのに――どうしても、虚無感がぬぐえなかった。







　会社で残業をしているときだった。

　最近は早く帰って家で仕事をしていたが、その必要もないので遅くまで会社にいた。

　フロアには澪と幸恵の二人だけが残っている。

「……あの水色の髪の女の子、まだあなたの家にいるの？」

　不意に幸恵が話しかけてきた。

　澪はパソコンに向かったまま、なにも答えない。

「いないんでしょう？　だってあなた、直帰ちょっきしなくなったものね」

　キーボードを叩く澪の手が止まる。

　ギシッ、と椅子がきしむ音がした。幸恵がとなりの椅子に腰掛けたからだ。

「また……私と遊んでくれるわよね？」

　デスクの上に頬杖をつき、得意顔で幸恵が訊いてくる。

「いいえ」

　澪は彼女のほうを向いてきっぱりと言う。

「私はやっぱり、愛のある行為しかできません」







　夜遅く、自宅に戻った澪は寝室のベッドでスマートフォンをいじっていた。

　横になっても寝つけないので、眠るのをあきらめてスマホゲームをしている。

　いつかやったことのある、愛那に似た女の子が出てくる18禁のゲームだ。

『ぁんっ、あぁん！　イイッ、すごく……！　もぉ、イッちゃうぅぅううう!!』

　秘所を単純にこすり立てれば『彼女』は絶頂する。

　以前、プレイしたときは楽しめたのに――いまとなってはまったく、面白くない。

　愛那はこんなふうに喘がない。もっとか細い声で、恥じらいを残した嬌声を上げる。

　そのことを知ってしまったいま、こんなゲームでは到底、満たされない。

　一方的な想いだったならばきっとすぐにあきらめられた。

　でも、愛那は想いを返してくれた。

　彼女のためを思って身を引くべきなのだろうと、わかっている。

　でもそれが本当に『愛那のため』になるのかどうか、疑問もあるのだ。

（私、は……愛那ちゃんなしの生活なんて、もう考えられない――！）

　自分の気持ちに正直になれば、もう枯れたと思っていた涙が目からこぼれる。

　背徳感よりも喪失感のほうがもはや大きい。

（会いたい、愛那ちゃんに……）

　会って、思いきり抱きしめたい。彼女の温もりを思う存分、感じたい。

　枕もとに置いていたスマートフォンがヴヴヴヴッと突然、振動をはじめた。

　こんな時間にアラームはセットしていなかったから、着信に違いない。

　画面を見るなり、澪はガバッと身を起こして電話に出る。

「もしもしっ……」

『……みーちゃん？』

　――ああ、愛しい。

　電話越しに声を聞くだけで気が晴れる。曇天がいっきに晴天になったようだった。

『ごめんね、こんな夜遅くに……。起きてた？』

「うん、起きてたから平気だよ。……どうしたの？」

　しばしの間がある。愛那はきっと、言うのをためらっている。

『……私……みーちゃんのおうちに帰りたい。その……迷惑じゃ、なかったら』

　愛那がすべて言い終わる前に「迷惑なわけないよ！」と澪は声を荒げた。

「明日……そっちに行く。もう一度、姉さんに頼んでみる。……愛那ちゃんのことが大好きだって……姉さんに伝えてもいい？」

　それは、レズビアンを姉にカミングアウトするということ。

『うん、うんっ、もちろんだよ……！　ありがとうっ……。待ってる、ね』

　彼女が喜んでいるのがわかる。しかし、愛那の声はいまにも消え入りそうだった。期待と不安が入り混じっているのだろう。

「それじゃあ……明日」

　もっと話をしたいという気持ちを押し殺す。深夜０時をまわっているので、正確に言うと『明日』ではないが、そう言って電話を切った。

　澪は画面が暗くなったスマートフォンを枕もとに戻して、大きく息をつく。

　レズビアンだと告白する上に、愛那との交際を申し込むのだ。

　尋常でない勇気が必要になる。

　高校や大学の入試、就職活動中の面接など、ターニングポイントはいくつもあったが、今回がいちばんの難関かもしれない。

（明日に備えて寝よう）

　そう思うものの、やはりろくに眠ることができず、澪は朝を迎える。

　支度をして家を出る。どうしても早足になる。愛那に会いたいという気持ちが先に立って、歩調ほちょうを早めるのだ。

　姉の家までは歩いてもじゅうぶん行ける距離だ。十分ほどで到着した。いつもなら十五分はかかる。

（愛那ちゃんは……私がくること、姉さんに言ったのかな）

　二人の関係までは話していないにしても、来訪は告げているかもしれない。

　姉の自宅は閑静な住宅街にある。総二階の一戸建てだ。庭は広く、夏はそこでバーベキューを楽しめる。何度か招かれたことがあった。

　澪は黒いインターホンに手を伸ばす。指先が震えている。

　ピンポーンと、アパートのそれとは異なる重々しい電子音が鳴った。

『はい』

「あ、姉さん？　私……澪です。ごめんね、こんなに朝早くに。ええと……ちょっと、話があって」

『……すぐに扉を開けるわ』

　インターホンの通話が切れる。

　玄関扉が開くのを待っているあいだに駐車場のほうを見やる。そこには姉の車しかなかった。彼女の夫はどうやら土曜出勤している。

（よかった、旦那さんがいないほうがまだ話しやすい）

　それでも緊張するのには違いないが、幾分かマシだ。

「おはよう、澪。……どうぞ？」

　まだ朝の七時半を少し過ぎたばかりだというのに姉はきちんと化粧をしていた。

　澪は「お邪魔します」と言いながら姉の家に上がり込み、玄関横の和室に入った。

　そこにはすでに愛那がいた。

「みーちゃんっ……！」

　畳の上に正座していた愛那が立ち上がり、駆け寄ってくる。

「愛那ちゃん……」

　両手を広げて彼女を腕のなかで抱き止めたかったが、姉がすぐそばにいるので自粛じしゅくした。

　愛那は髪が黒に、目は茶色に戻っていた。

　見た目の印象が変わったせいか、ことさら元気がないように見える。

　澪は愛那の両手を取り、「元気だった？」と尋ねる。顔を合わせていなかったのはたった数日だというのにそんなことを尋ねてしまったのはきっと、たった数日でも会えないのがつらかったからだ。

「ん……元気……なのかな。夜が……あんまり、眠れなくて」

　よく見れば彼女の目もとには自分と同じようにクマができていた。化粧をしていなようなので、自分よりもよけいにそれが目立つ。

「お茶を淹れてくるわ」

　そう言って姉はキッチンへと向かった。

「みーちゃん、私っ……覚悟は、できてる」

「……うん。私もだよ」

　愛那の両手をあらためてぎゅっと握った。この温もりを、取り戻すと決めてここへ来たのだ。

　一緒にいたいのは自分一人の想いではない。自分と、そして愛那の望みを是が非でも叶えたい。

　姉が茶を持って戻ってきた。澪は愛那と手をつないだままローテーブルの前に座る。

　二人が手をつないでいるのを見て、姉がわずかに顔をしかめたのがわかったが、そんなことくらいで怖気づいていては話にならない。

　姉が向かいに座ったところで、澪は口を開く。

「私……愛那ちゃんのことを愛してる。愛那ちゃんを、私にください」

　あまりにもストレートすぎただろうかと思ったが、もう言ってしまったのでどうしようもない。

　澪が頭を下げると、愛那も同じように深く頭を下げた。

　下を向いているので姉の表情はわからない。

　しばしの、沈黙。

「やっぱり……そうなのね」

　静寂を打ち破ったのは姉の、あきらめたような声。

「澪……あなたには失望した。まさか、じつの姪に手を出すなんて」

　うつむいたままの澪が肩を震わせると、先に愛那が顔を上げて反論する。

「違うのママ！　私が望んだことなのっ。だから、みーちゃんは悪くない！」

「もう、いい……聞きたくない」

　姉は両手で耳を塞いでしまう。

「……もしかして、って……思っていたのに、あなたを澪のところに行かせてしまった私がいけなかったのよ」

「ママ、それは違う。私はずっと前から、みーちゃんのことが好きだった。家族とか、血縁とか……そういうもの以外のつながりを、ずっと求めてた」

　姉は耳を塞いだまま、ローテーブルの上に両肘をついた。頭を抱えるような恰好になる。

「愛那も、澪も……そうなのかしら、って……思うことは、いままでに何度もあったわ。でも、私には……どうすることもできなかった」

　姉は下を向いたまま、目線だけをこちらに寄越す。

「あなた……愛那が出て行ってから眠れてないの？　愛那もだけど、二人ともひどい顔よ……」

　そういう姉も、目の下が黒ずんでいる。

「夫にはありのままを伝えるわ。……理解は、到底してくれないでしょうけれどね」

　姉は長く息を吐いたあと、顔を上げて毅然きぜんとした態度で言う。

「二人とも、好きなようにしなさい。でも、もう……この家に立ち入ることは許されないでしょう」







　出された茶には手をつけず、澪は愛那の部屋で彼女の荷造りを手伝った。

　愛那はもともと家を出るつもりだったらしく、ダンボールがいくつも用意されていた。

「愛那ちゃん、本当にいいの……？　姉さん、きっと本気だよ。いま家を出たら、もう――」

「いい、よ。だって、みーちゃんのことがずっと好きだったから……。みーちゃんと一緒にいたいって思うこの気持ちは、一瞬の気の迷いなんかじゃない。そのためになにか失うとしても、私は後悔しない」

　なんのためらいもなく発せられた言葉には強い意思を感じた。

　――まさか、そこまで想われていたなんて。

　彼女の言動にさまざまな感情を刺激されて、目頭が熱くなる。

「ごめん、愛那ちゃんっ……」

「謝らないで？　みーちゃんだって、ママとはもう――……ごめん、ね」

「ん……そうだね。お互いに、これ以上は……謝らないでおこう」

　昇った太陽が窓から射し込み、愛那を照らす。

　あたたかな光のなかで、目じりに涙をたたえてほほえむ愛那を、澪はそっと抱きしめた。


    
        終　章　天使の仕返し　


「ただいまー」

　出先から直接、帰宅したので今日はまだ陽が落ちていない。

　愛那が家で待っていると思うと、早く帰りたくてたまらなくなる。そんな自分自身に少し困っているが、それだけプライベートが充実しているということだ。

「おかえりなさい！」

　澪が玄関で靴を脱いでいると、リビングのほうからエプロン姿の愛那がパタパタと小走りでやってきた。澪は彼女に向かってあらためて「ただいま」と言う。

　それから、愛那のエプロン姿を舐めまわすようにじっくりと見た。

「愛那ちゃん、私のリクエスト……聞いてくれてありがとう」

「う……、うん」

　恥ずかしそうにモジモジと体をくねらせる愛那とともにリビングへ入る。

「料理の途中だったんだよね。いいよ、続けて？」

　愛那はこくっとうなずいてキッチンに立つ。張りのあるお尻が丸見えになった。

　愛那がいま身に着けているものは淡いブルーのフリルエプロンだけなのだ。そのほかには服も下着も、なにもない。

　澪は愛那のうしろ姿をしげしげと見つめながら鞄カバンをダイニングチェアの上に置き、ジャケットを椅子の背に引っ掛けてから愛那のもとへ歩いた。

「今日のごはんはなぁに？」

　彼女のうしろから手もとをのぞき込む。

「ハンバーグだよ」

　愛那は玉ねぎを刻んでいるところだった。瞳が潤んでいるのは玉ねぎのせいに違いない。

「そっか……」

　それよりも先に愛那ちゃんを食べたいな、とは口に出さなかった。定番文句すぎて、かえって言いづらい。

　澪は愛那の体をうしろからそっと抱き込む。

「みーちゃん……？」

「んん、ごめんね……。愛那ちゃんの色っぽい姿を見てたら、ムラッときちゃって」

「で、でもまだ……ごはん作り、途中だよ」

「うん……愛那ちゃんは、料理をしてていいから」

　エプロンの上からふたつのふくらみをわしづかみにする。

「ぁっ」

　生地が薄いエプロンだから、ふくらみのいただきがどこにあるのかすぐにわかった。生地越しに胸のいただきをすりすりとこする。

「ぁう、うぅん……っ」

　愛那の両手は止まったままだ。キッチンの端をつかんでいる。

（こんなことされてたら、料理どころじゃないよね）

　わかっていながら口では「料理を続けて」と言う自分は意地が悪いと思いながらも、触れたいという欲求を抑えられなかった。

「愛那ちゃん、かわいくて色っぽいから……」

　言いわけを声に出して、彼女の首すじに顔をうずめる。肌の香りを確かめたあと、白い肌をちゅうっときつく吸い立てた。

　愛那は長い髪の毛をうしろでひとまとめにしていたので、キスマークをつけやすかった。ふだんは髪の毛に隠れて見えないところに、独占欲を示す赤い花びらを散らしていく。

　エプロン生地越しでも彼女の乳頭が尖っているのがよくわかった。さわりやすくなったのをいいことに、人差し指でカリカリと引っかく。

「あぁっ、んぁっ……！」

　ほっそりとした肩をビクンと弾ませて愛那はなまめかしく喘ぐ。

　内股をこすり合わせはじめたら、「じかにさわって」という合図だ。

　薄手のエプロンのなかに両手をくぐり込ませ、柔肉を持ち上げてたぷたぷと揺さぶる。

「あっ、あぁ……ッ」

　弾みで乳頭がエプロンにこすれるのが気持ちいいのだろう。愛那の息遣いが荒さを増す。

　乳房が上下するさまを見たくなった澪は愛那のエプロンを脇から中央へと寄せた。ぷるんと躍り出た胸をすぐにまた揺らしはじめる。

「ゃ、やんっ……！」

　胸をあらわにすることで乳首が生地にこすれなくなってしまったのが不満らしく、愛那は唇を尖らせた。そんな仕草にもそそられる。

「もう……ホント、かわいいんだから」

　耳たぶを食み、薄桃色の屹立きつりつを親指と中指で挟んで引っ張り上げる。

「ふゎあっ！」

「乳首に刺激がほしかったんでしょう？」

「ん、んん……そう、だけど……そんな強くしちゃ、だめぇっ……！」

　だめ、と言いながらも愛那は腰を揺らして快感を伝えてくる。

　澪は「ふふ」と笑って、指のあいだに挟んだふたつの乳頭を押しひねるようにして丹念たんねんにしごき上げた。

「あっ、あぁ、んぅっ……！　や、やぁっ……は、ぁうっ」

　立っているのがつらくなったらしい愛那が上半身を前に倒してキッチンにもたれかかる。必然的に、尻を突き出すような体勢になる。

　澪は片手で愛那の尻をすりすりと撫でて、パン、パンッと軽く叩いた。

「ひゃぅんっ！」

　こうして尻を叩くと、彼女は性的に興奮するのだということを最近、知った。

　桃のようにみずみずしい尻の割れ目を指先でたどりながら、脚の付け根をまさぐる。太ももにまで愛液が滴したたっている。

「いっぱいあふれさせたね？」

　指摘すると、愛那は恥ずかしそうにうつむいた。あまりいじめてはいけないと思いながらもつい、そうして恥ずかしがらせて愉しんでしまう。

（ほどほどにしなくちゃ、ほんと嫌われちゃう）

　こっそりと反省しつつ、濡ぬれそぼった秘所の表面を指先で軽く撫でまわす。

「あぁ、あっ……」

　愛那の膝がカクッ、カクンッと揺れ動く。

　蜜口からあふれた液体を指に絡めて花芯に塗り込めると、彼女の膝はガクガクと大きく揺れた。

「やぁあ、あぁっ……！　もっと、ゆっくり……じゃなきゃ、すぐ――」

「……イッちゃう？」

　耳もとでささやくと、愛那はコクコクと何度も首を縦に振った。

　彼女の要望を素直に聞けばよいものを、どうしてか反対のことをしたくなる。自分はこんなにも底意地が悪かったのかと少々あきれる。

　ぬめりを帯びた陰核をひたすらこすり立てる。愛那の喘ぎ声がどんどん大きくなる。

「ぁあ、ゃあぁあっ――……!!」

　ビクン、ビクンッ……。

　指先に感じる脈動はとてつもなく心地よい。

　愛那は力をなくして、膝を折って座り込んだ。

「あとは私が作るから……愛那ちゃんはソファで休んでて？」

「うぅ……」

　不満そうにこちらを見上げてくる愛那に、澪は苦笑いを返すことしかできなかった。







　会社での勤務時。澪は小休憩を取るべく廊下の隅にある休憩スペースの自販機前にいた。

　ボトムスのポケットから小銭入れを取り出そうとしていると、女性が割り込んできて自販機にお金を入れた。澪がいつも買う缶コーヒーのボタンを押し、こちらに手渡してくる。

「幸恵さん……」

　彼女と話をするのはいつぶりだろう。

　幸恵は無言で、澪の手に缶コーヒーを持たせた。澪は小さな声で「どうも」と言う。

「……彼と婚約解消したわ」

　バツが悪そうにそっぽを向いて幸恵は言葉を続ける。

「私も……『本当に好きな人』を見つけることにしたの」

　それだけ言って去ってしまった。

　澪は丸椅子に座り、缶コーヒーの蓋ふたを開けた。

　グビッと三分の一ほど飲み干して、息をつく。

　幸恵にもそういう人が見つかればいいと思う。

　彼女には振りまわされたが、そのおかげでいま愛那との幸せな日々があるのだ。

　感謝するのはどうかと思うが、とりわけ恨んではいない――。







　その日、澪は愛那と一緒に湯船ゆぶねに浸かりながら会社での出来事を話した。いつも、こうしてなにがあったかを話すようにしている。

「そう……」

　幸恵が婚約を解消したこと、本当に好きな人を探すのだということを聞いた愛那は複雑な面持ちになった。

「愛那ちゃん、どうしたの？　浮かない顔して」

「だって……。その『幸恵さん』、またみーちゃんに言い寄ってきたり……しないよね……？」

「しないよ」

「そうかなぁ……」

「大丈夫。もしそんなことがあっても、私には愛那ちゃんがいるってちゃんと言うから」

　向かいで体操座りをしている愛那にほほえみかける。

　それでも、愛那はまだ不安そうだった。

　彼女の髪の毛は湯気で濡ぬれている。物憂げな顔をしているものだから、なんだか絵になる。

「愛那ちゃんこそ、学校でだれかに言い寄られることないの？」

「……ない、よ」

　いまの間まはなんだろう。澪は眉間にしわを寄せる。

「なぁんか、あやしいなー。こらっ、本当のこと言いなさい」

　澪は愛那の脇腹めがけて両手を伸ばし、全力でこちょこちょとくすぐった。

「ひゃっ！　やっ、やだぁっ……！」

　愛那がバタバタと手足を動かして身もだえするので、お湯がぴちゃぴちゃと撥はねて二人の髪まで濡ぬらしていく。

「あっ」

　思いがけず愛那の乳房に手が当たってしまった。

　そうなればもう、揉みくちゃにせずにはいられない。

「おっぱい、さわっていい？」

　言いながら、愛那の乳房を両手でふにふにと押す。

「もう、さわってるし……！」

　仕返しだと言わんばかりに、愛那が手を伸ばしてきた。ギュムッと胸をつかまれる。

「みーちゃんのおっぱいのほうが、私のよりおっきいのに……。私の胸にさわって、楽しいの？」

「それはもう、すごく楽しい。私の手にすっぽりおさまるのが、いいんだから」

「ふぅん……？　私は、手にはおさまらないみーちゃんのおっぱいがうらやましくて仕方ない」

　そうして二人は互いの胸を一心いっしんに揉む。やがて顔の距離も近くなって、澪と愛那は唇を重ね合わせた。

「んん、ん……」

　どちらともない吐息が浴室内に響く。

　胸を揉んでいるだけでは物足りなくなって、愛那の乳首をつまむ。すると愛那も、同じようにしてきた。

「ぁ、ん……きもちぃ」

　澪が言うと、愛那は嬉しそうに口角を上げた。

「私もだよ。すごく気持ちいい……。みーちゃんの指って、魔法みたい」

「えっちな、魔法の指先ね」

「ふふっ」

　たわいのない話をしながら乳首をいじり合う。身も心も満たされていくのがわかる。

「愛那ちゃん、平気？　ちょっとのぼせてきたんじゃない？」

「ん……へいき、だと……思うけど」

「お湯から上がって……そこに、座って？」

　愛那を湯から上がらせて、風呂の端に座るよう言った。愛那は素直に、浴槽の端――三角形の小さなスペースに腰掛ける。

「よしよし。じゃ、脚を広げて？」

「……どうして？」

　澪は満面の笑みで「いいから早く」と急かす。

「みーちゃんって、ほんとにえっち」

　不満を漏らしながらも、愛那は言うことを聞いてくれた。

　脚を左右に大きく広げて、陰唇いんしんを見せびらかす。

「あぁ、いい眺め」

　膣口を指で撫で上げると、ぬるりとした液体が指に絡みついた。

（すぐにでも入りそう）

　彼女のナカへと中指を沈み込ませる。

「あっ……！」

「うん？　……だめ？」

　いったん手を止めて尋ねると、

「だめ、じゃ……ない」

　そんな答えが返ってきたので、澪は続けることにした。

　内側で指を折り曲げて、ポイントを突く。一定のリズムでこすり立てれば、愛那は高らかに啼ないてくれる。

「あっ、あぁあっ……！　みーちゃんっ……ぁん、あぁっ……」

「お風呂だから、気兼ねなくいっぱい出していいよ」

「そっ、そういうこと……言わな、いで……！」

「ん、ごめん」

　へらっと笑って、澪は空いている手で愛那の乳房をつかんだ。そこは、先ほどから誘うようにふるふると揺れていた。

　愛那のなかに挿し入れている中指の動きを鈍らせないように気をつけながら、指のあいだに挟んだ乳首をくにくにと揺さぶる。

「あぁ、だめっ……もう、くる……あぁあ、あぁああっ！」

　浴室で絶叫させるのはいい。いつもの倍、彼女の嬌声を愉しめる。

　愛那の秘所から半透明の液体がぷしゅうっと勢いよく飛び出てきた。澪の体と湯面にばらばらと散る。

「ぁ、ふ……ぅ」

　くたりとしている愛那を見るのを好きだ。「私が絶頂させたんだ」という征服感を存分に味わうことができる。







　風呂から上がったあとも、澪は懲こりずに愛那の体をまさぐろうとしていた。

　薄暗い寝室で、白いブラウスを羽織っただけの愛那に覆いかぶさる。

「みーちゃん」

　妙にあらたまって名前を呼ばれた。

「うん、なぁに」

　愛那はなにかを決意したように深呼吸をする。

「よい、しょっ！」

「――わっ」

　グルンと体が回転して上下が入れ替わる。愛那に、押し倒されている。

「みーちゃんにはいっつもされてばっかりだから……たまには私も、したい」

　濡ぬれた髪の毛が頬に当たっている。いつになく真剣な表情の愛那を前にして、にわかに緊張してきた。

「ど、どうぞ……」

　そう答えると、愛那は無言で大きくうなずいた。

　愛那の両手が首すじを撫でる。お風呂から上がったばかりだから、まだ熱を持っている。熱い手で肌を撫でられると、それだけで心地いい。

　澪は裾の長い薄手の黒いシャツを着ていた。白いシャツなら乳頭が透けてその位置がすぐにわかると思うが、黒いので一見いっけんしただけではわからない。

「えっと、みーちゃんの乳首は……」

　場所を探るように愛那が両手で胸をたどる。

「ん、んん……。愛那ちゃん、くすぐったいよ」

「私はいつもそうだよ？」

　愛那がぷぅっと頬をふくらませる。かわいい。

「あった、ココだ」

「ンッ」

　シャツの内側にある乳首を二つとも押される。いきなりだったので、思いのほか大きな声が出てしまった。

「服の上から舐めて、みーちゃんをじらしちゃうんだから」

　宣言してくるのがまたかわいらしい。

　愛那は宣言通りに澪の乳頭をシャツ生地ごと口に含んだ。懸命に舌を動かしているのがほほえましい。

「きもひよく、なひ？」

　たどたどしい言葉で愛那が問うてくる。

「ちゃんと、気持ちいいよ……」

　ほほえみを返すと、愛那もにっこりと笑った。

「じゃあ、次はじかに舐める」

　愛那は意気揚々と澪のシャツの裾をつかみ、いっきに引き上げた。澪の豊かな乳房を間近で眺めて喉を鳴らし、舌を出す。

「ぁ、んっ……！」

　愛那の舌はディープキスを交わすときよりも熱く感じた。たどたどしく乳頭を舐め上げ、舌でなぶってくる。

「ふぁぁ、あっ……」

　舌戯ぜつぎとしては、決して上手とはいえない。それでも、下半身がひとりでにヒクつくほど感じている。愛那が一所懸命に尽くしてくれていると思うと、それだけで蜜壷が濡ぬれてくる。

「んん」

　愛那は思い出したように両手を動かしはじめた。乳首を舐めながらほかの性感帯もいじる、という鉄板技てっぱんわざを試みようとしているものと思われる。

　細い指に薄桃色の棘をつままれ、もう片方の手で陰部をまさぐられた。

　澪のそこがよく濡ぬれているのがわかって嬉しかったのか、愛那は乳首を口に含んだまま「ふふ」と笑う。

　彼女の指遣いだって、舌と同じでたどたどしいのに、あふれた蜜を花核に塗り込める指の柔らかさを如実に感じるものだから、少しこすり立てられただけでも快楽を覚える。

「ぁあ、だめっ、私――もう、っ――……!!」

　下半身が大きく波打つ。愛那ははじめ、澪が絶頂したことにすぐには気がつかなかった。

「私……もっともっと頑張って、みーちゃんを気持ちよくするからね……？」

　そうして舌なめずりをする愛那を見て、澪は濡ぬれた秘園をふたたび脈づかせるのである。
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        本作品はフィクションであり、実在の人物・団体・事件とはいっさい関係ございません。

本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、またはウェブサイトへ無断で転載することや改変、改ざん等を行うことを禁止します。

有償、無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

カバーイラストのキャラクターにおける著作権は【けーぱち（https://twitter.com/115coconuts）】様に帰属します。著作者に無断でイラストを使用することを禁止します。


    
        家ウチであの子が待っているので今日は直帰ちょっきします。






水無月はな


蜜百合文庫ソワレ


平成30年７月27日発行
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★既刊ご案内

トライアングル（蜜百合文庫）

大学を卒業して事務職に就いた美樹だが、思うように仕事を進めることができず落ち込んでいた。ある日の仕事帰り、立て看板に『あなたに癒しのひとときを』と書かれたバーを見つける。吸い寄せられるようにバー・トライアングルへ入る美樹。そこには色気たっぷりのオーナーと、若く可愛らしい女性客がいた。美樹はすぐに彼女たちと打ち解け、気分よく酒を飲み進める。しかし気がつけば、どうしてかだれかの胸に顔をうずめていて――!?




バタフライ　～可憐なお嬢さまと不埒なメイド～（蜜百合文庫）

メイドの愛衣は皇財閥の一人娘である蝶子の世話係として何年も彼女に仕えてきた。蝶子が二十歳を迎えた誕生パーティーの夜、疲れ切って泥酔した彼女を着替えさせようとした愛衣だが、蝶子の艶っぽく赤みを帯びた透けるような白い肌を前にして、長年、心の奥底に抱いてきた不埒な感情を抑えきれなくなってしまい――!?

可憐なお嬢さまと不埒なメイドの主従ガールズラブ!!




フラワー～花屋の淫らな恋愛模様～（蜜百合文庫）

「花はいちばんきれいなときに散らすのがいいの」

花を見たり育てたりすることが大好きな花梨は大学からほど近い花屋でアルバイトをしている。

店長の菜穂は少しボディタッチが多いけれど、とってもいいひとだ（そして時給もいい！）。

ある日、大学から花屋へ向かっている途中で雨に降られてしまう花梨。

店に着くころには下着や肌が透けるほどびしょ濡ぬれになってしまった。それを見た菜穂は「すぐに服を脱いで、シャワーを浴びて」と言いはじめて――!?







誤字、脱字等なにかございましたら作者ブログ【ガールズラブ官能小説の小箱（http://minaduki-hana.sblo.jp/）】に設置しておりますメールフォームまたはツイッター【水無月はな（https://twitter.com/Minaduki_Hana）】からご連絡をお願いいたします。




最後までお読みいただき、ありがとうございました☆
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